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調
理
法

調
理
法

豚
肉
ヲ
大
切
ノ
佳
臨
採
と
二
シ
、
宇
煮
エ
ニ
(
箸
ノ
通
ル
程
度
迄
)
湯
煮
え

一
人
一
片
佼
ノ
大
サ
一
一

切
リ
、
味
ヲ
良
ク
ス
ル
魚
メ
酒
少
量
加
ヘ
テ
弱
火
一
一
カ
ケ
軟
カ
ク
ナ
ル
迄
煮
テ
味
淋
(
叉
ハ
砂
糖
)
醤
油
デ
加
味

ν
、
更
一
二
時
間
位
煮
詰
メ
テ
皿
一
一
盛
リ
掻
辛
子
ヲ
添
へ
テ
供
卓
ス
ル

〔注
「
パ
ラ
」
肉
ガ
良
イ
ノ
ハ
脂
肪
ガ
多
ク
合
マ
レ
一
ア
居
ル
カ
ラ
長
時
間
煮
テ
モ
美
味
デ
ア
ル
カ
ラ
デ
プ
ル
。
脂
肪
ガ

少
イ
部
分
ヲ
長
ク
煮
ル
ト
「
。
ハ
サ
バ
サ
L

意〕

一
ナ
ツ
テ
不
味
デ
ア
ル

七
、
豚
ノ
味
噌
費

材

料

ゴ

パ

ウ

サ

ト

イ

モ

コ

ン

ニ

ャ

ク

シ

ヤ

ウ

ガ

シ

ヤ

ウ

ユ

豚
肉
、
大
根
、
牛
芽
、
里
芋
、
弱
荷
物
、
生
美
、
醤
油
、
甘
味
噌
、
味
淋
(
砂
糖
〉

豚
肉
ハ
小
切
ト
シ
荷
揚
ハ
舵
ミ
切
り
ト
夕
、
大
根
、
牛
華
々
、
皇
子
ハ
苅
弱
ト
同
ジ
大
キ
サ
ユ
廻
シ
切

調
理
法

ト
シ
、
以
上
ノ
野
菜
ヲ
ザ
ツ
ト
湯
煮
シ
テ
置
キ
、
，
次
一
一
鍋
ヲ
火
一
一
カ
ケ
熱
シ
グ
ラ
豚
肉
ア
入
レ
テ
燦
メ
、
牛
芳

苅
弱
ヲ
入
レ
テ
北
ハ
一
一
燦
メ
、
湯
ヲ
少
量
加
ヘ
テ
克
一
一
大
根
、
里
芋
ヲ
加
へ
、
全
部
煮
上
ル
少
シ
前
一
長
波
シ
タ
甘

味
噌
ヲ
加
ヘ
、
味
淋
(
砂
糖
)
デ
味
ヲ
調
へ
焦
付
カ
ヌ
様
一
一
軟
ク
煮
込
ミ
、
刻
ミ
生
委
ヲ
混
ぜ
一
ア
供
食
ス
ル

、
イ
タ
一
一

八
、
鶏
ノ
甘
裳
(
燥
め
煮
)

j

イ

ニ

ク

レ

ン

コ

ン

ク

ヲ

キ

ニ

ン

ジ

ン

サ

ト

イ

モ

鶏
肉
、
蓮
根
、
慈
姑
、
人
官
接
、
旦
芋
、
醤
油
、
砂
糖
(
味
淋
)
、
胡
麻
油
川

材

d
斗
，

ψ
不・

ぜ

血

婚

、

仙

や

加

齢

蜘

膨

m
t

J
i
l
o
-
-
1
1
tィ
1
J
!
(
1
J
1
J
d
1
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調
理
法

鶏
肉
ハ
喰
ぺ
良
イ
大
キ
サ
一
一
切
り
、
蓮
根
、
人
琴
、
思
事

i

パ
廻
シ
切
一
一
シ
、
慈
姑
ヲ
四
ツ
割
位
ト
ス

ル
。
別
ニ
鍋
一
一
胡
麻
油
ヲ
入
レ
テ
火
ニ
カ
ケ
熱
シ
テ
カ
ラ
鶏
肉
ヲ
入
レ
テ
煤
メ
、
次
一
一
人
琴
、
蓮
根
ヲ
加
へ
一
ア

燥
メ
、
更
一
一
里
芋
、
慈
姑
ヲ
入
レ
醤
油
、
砂
糖
(
味
淋
)
ヂ
調
味
シ
げ
気
少
、
グ
煮
上
抗
ル

注

意
)

一
、
此
ノ
料
理
ハ
烏
賊
、
牛
、
豚
肉
一
一
際
用
シ
一
ア
モ
宜
シ
、
叉
地
方
一
ご
依
リ
豚
肉
ヲ
使
ツ
テ
生
委
ヲ
加
へ
一
ア
調

チ
ク
ゼ
ン
ニ

理
シ
筑
前
煮
ト
一
五
フ

二
、
使
用
ス
ル
野
菜
ハ
一
部
一
一
限
一
ブ
レ
タ
モ
ノ
デ
ハ
ナ
ク
季
節
ノ
モ
ノ
及
乾
物
(
豆
類
)
ガ
使
用
サ
レ
ル

丸
、
牛
肉
ト
野
菜
ノ
費
込

牛
肉
、
野
菜
類
、
醤
油
、
砂
糖

材

料

調
明
日
法

砂
糖
醤
油
ヲ
加
ヘ
テ
味
ヲ
付
ヶ
、
沸
騰
セ
シ
メ
一
ア
煮
エ
難
イ
野
菜
カ
ラ
入
レ
倫
若
干
ノ
湯
ヲ
入
レ
テ
煮
込
ム

牛
肉
ハ
削
カ
ニ
一
切
り
、
野
菜
ハ
一
口
一
一
喰
ベ
ラ
レ
ル
位
一
一
切
り
、
別
一
一
牛
肉
ヲ
鍋
一
一
入
レ
暫
ク
煮
テ

r、
注

意〕

一
、
此
ノ
方
法
ハ
国
際
調
埋
一
一
多
ク
行
ハ
レ
ル

一
六
短
時
間
ニ
煮
上
ル
場
合
ハ
肉
、
野
菜
ガ
煮
エ
テ
カ
ラ
砂
糖
醤
油
デ
加
味
ス
ル
コ
ト
、
但
シ
味
梢
々
淡
白
デ
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カ

マ

ホ

コ

イ

イ

グ

コ

二
、
外
一
一
す
じ
、
部
鉾
、
八
ツ
頭
、
焼
豆
腐
、
飯
蛸
等
ガ
使
用
サ
レ
ル

一
一
一
、
牛
肉
ノ
側
提

材

す
半
a

ψ
木・

牛
内
、
牛
琴
、
生
美
、
入
率
、
砂
糖
、
醤
油

調
理
法

牛
肉
ハ
薄
ク
切
り
生
美
ハ
微
塵
切
リ
ト
シ
牛
芳
、
人
窓
会
八
廻
切
り
一
一
シ
、
鍋
一
一
牛
肉
ヲ
入
レ
内
一
一
被

ル
位
ノ
水
ア
加
ヘ
テ
火
一
一
カ
ケ
、
牛
肉
ガ
軟
カ
一
一
ナ
ル
頃
迄
煮
テ
野
菜
ヲ
加
ヘ
テ
煮
付
ケ
、
少
シ
「
か
ら
目
f

一

一
醤
油
、
砂
糖
デ
加
味
シ
殆
ン
ド
煮
汁
無
ク
ナ
ル
校
煮
上
グ
ル

白
羽

目
U
1

一
、
費
出
汁
ノ
一
般
的
注
意

第
三

汁

類

煮
出
汁
八
日
本
料
理
一
一
ハ
重
要
ナ
調
味
料
デ
ア
ル
。

一
口
一
一
煮
出
汁
ヲ
作
ル
ト
イ
フ
ト
筒
草
ナ
様
デ
ア
ル
ガ
、
最

モ
経
済
的
-
一
最
モ
美
味
一
一
作
ル
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
極
メ
テ
難
シ
イ
モ
ノ
デ
ア
ル

カ

ツ

ヲ

プ

‘

シ

ニ

ボ

シ

イ

ヲ

シ

コ

ン

ブ

ニ

ポ

シ

コ

ケ

ズ

リ

ガ

ヅ

ヲ

ア

ヂ

モ

ト

サ

バ

J

ノ
シ

材
料
ハ
鰹
節
、
煮
干
鰯
、
昆
布
、
煮
干
粉
、
例
鰹
、
味
ノ
素
、
鯖
節
等
多
数
ア
ル
。

之
等
ノ
材
料
ヲ
煮
出
汁
ノ
用

詮
一
一
一
依
り
適
宜
使
ヒ
分
ケ
ル
ノ
デ
ア
ル
ガ
、
材
料
ノ
選
揮
一
一
モ
充
分
ナ
注
意
ア
要
ス
ル

一
本
ノ
鰹
節
デ
モ
其
ノ
部
分
一
一
伏
リ
味
ガ
具
ル
。
鰹
節
ヲ
倒
ル
ニ
ハ
生
温
イ
湯
デ
丁
寧
一
一
洗
ヒ
、
水
ヲ
カ
ケ
一
ア
「
ゆ

す
が
己
」
水
気
ヲ
拭
ツ
一
ア
上
皮
ヲ
削
り
取
り
、
能
ク
切
レ
ル
飽
デ
薄
ク
削
ツ
一
ア
使
用
ス
ル
ノ
デ
ア
ル
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第
二
節

日
本
料
理

九
四

鰹
節
八
土
佐
節
、
伊
豆
節
、
駿
遠
節
、
志
州
、
紀
州
、
尾
久
、
治
城
、
大
島
、
薩
摩
地
節
、
山
川
、
沖
細
、
伊
漁

阿
波
、

日
向
、
常
磐
、
三
陸
、
豪
湾
節
、
南
洋
等
地
名
一
一
依
り
産
地
ヲ
表
シ
一
ア
ヰ
ル
。
産
地
一
一
依
り
侭
絡
ハ
具
ル

ガ
古
来
良
質
ド
シ
テ
有
名
ナ
モ
ノ
ハ
土
佐
節
デ
ア
リ
、
伊
豆
節
、
駿
遼
節
俊
一
寸
モ
之
一
一
劣
ラ
ナ
イ

ホ

ン

ブ

シ

カ

メ

プ

シ

チ

ア

へ

鰹
節
ニ
ハ
本
節
、
鎚
節
ノ
二
種
ア
ツ
テ
、
本
節
r

ハ
一
尾
ノ
鰹
ヲ
コ
一
枚
一
一
卸
シ
血
合
ヲ
取
ツ
テ
四
ツ
剖
一
一
シ
テ
作
一
フ

レ
、
亀
節
三
一
一
枚
一
一
卸
シ
グ
佳
作
一
フ
レ
ル

鰹
節
ハ
一
本
二

O
O瓦
i
コ一

O
O瓦
程
度
ノ
モ
ノ
ガ
良
質
デ
、
四

O
O瓦
以
上
一
一
ナ
ル
ト
脂
肪
ガ
多
過
ギ
味
モ
柏

々
劣
ル
。
良
ク
乾
燥
シ
テ
キ
テ
而
モ
重
イ
モ
ノ
ハ
上
等
デ
ア
ル
。
鰹
節
ヲ
倒
ツ
テ
喧
ク
ト
味
ガ
認
ク
ナ
ル

向
周
到
ナ
注
意
ヲ
シ
テ
作
ツ
テ
モ
煮
出
汁
/
濁
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
ガ
、
之
ハ
水
ノ
加
減
ユ
モ
伏
ル
ガ
多
ク
ハ
制
作
一
節
ノ

粗
悪
ナ
場
合
デ
ア
ル

ニ
、
鰹
節
ノ
費
出
汁

材

叫，
叫
ヌ
日
1

鰹
節
一

O
O
瓦
、
出
シ
昆
布
一

O
瓦
、
水
二
立
、
臨
少
量

調
理
法

鍋
一
一
水
ヲ
入
レ
テ
火
一
一
カ
ケ
、
指
先
ヲ
入
レ
テ
少
シ
熱
イ
位
(
時
氏
六
十
皮
〉

一
ナ
ツ
グ
時
出
シ
昆

'も

布
ヲ
加
へ
、
昆
布
ガ
浮
ピ
煮
立
ツ
直
前
(
崎
氏
九
十
六
、
七
皮

Y
一
昆
布
ヲ
取
出
・
シ
、
煮
立
ツ
グ
一
フ
直
グ
鰹
節
ヲ

ウ
キ
ア
ヲ

入
レ
第
デ
一
寸
手
早
ク
掻
混
ゼ
少
量
ノ
臆
ヲ
加
ヘ
テ
直
グ
火
カ
ラ
下
シ
、
浮
泡
ヲ
除
キ
其
ノ
億
総
シ
一
ア
置
千
漉



立‘

.醐働問幽胃樹高高品一ーーー二可ーー } τ右函=一一三自冨昌亀謡冨詣畠盟国圃 開 田 園 ・ ・ 闘 福 島 幽 圃 削 減 配 幽 個 臨 碕 創 価 雌 鶴 岡 崎 圃 醐 岡 町 湖 町包高温盟問園町国幽圃困畿圏歯医置

シ
一
ア
伎
月
ス
ル
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下3

Jιニ4、
'--' 

ス
乙
モ
ノ

一
、
此
ノ
承
出
汁
ハ
吸
物
一
一
ハ
和
々
濃
厚
デ
ア
ル

二
、
夏
季
煮
出
汁
ヲ
漉
ス
揚
合
容
器
ニ
水
気
、
ガ
ア
ー
ル
ト
短
時
間
デ
腐
敗
ス
ル
カ
ラ
必
ズ
熱
湯
ヲ
迅
ス
カ
乾
シ
テ

使
用
ス
ル
コ
ト

此
ノ
方
法
一
一
依
り
漉
シ
テ
出
グ
鰹
節
(
出
シ
ガ
ラ
)
一
一
史
一
一
水
(
二
立
)
ア
加
ヘ
テ
火
ユ
カ
ケ
、
出
シ
昆
布
ヲ

同
量
加
ヘ
弱
火
デ
一
立
学
一
一
ナ
ル
頃
迄
煮
立
一
ア
漉
シ
使
用
出
来
ル
。
之
ヲ

.司---恥
・・...... ・恥

一、

コ
一
帯
出
シ
」

ト
一
五
ヒ
味
貯
汁
、

煮
物
等
一
一
使
用
サ
レ
ル

四
、
吸
物
ノ
煮
山
川
汁
ヲ
取
ル
揚
令
長
時
間
煮
出
ス
ト
濁
ツ
テ
味
モ
落
チ
ル
カ
ラ
絶
封
禁
物
デ
ア
ル
。
但
シ
二
番

出
シ
ハ
用
途
ガ
異
ル
カ
ラ

M
Jア
ア
ル

五
、
鰹
節
ヲ
入
レ
テ
煮
立
ツ
タ
ラ
必
ズ
臨
ヲ
加
ヘ
ル
コ
ト
。
之
ハ
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第
二
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日
本
料
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調
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第

二

節
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四

一
、
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た

材
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ヲ
カ
メ

魚
、
若
布
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葱
、
指
味
階
、
盤
、
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糖
、
酢
、
辛
子
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調
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魚
ヲ
刺
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同
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切
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調
味
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熱
湯
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鉢
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調
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法
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日
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材
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鰹
節
、
醤
泊
、
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一
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一
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茂
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一
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製
法
ハ
茶
碗
蒸
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様
デ
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乾
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館
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ラ
パ
一

旦
茄
デ
テ
用
ヒ
ル

ニ
、
小
鯛
ノ
け
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ち
ん
蒸

材

料

キ
ク
ラ
グ

小
側
、
砂
糖
、
醤
油
、
味
階
、
鶏
卵
、
味
淋
、
胡
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油
、
野
菜
ハ
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、
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搾
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茸
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一
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ク
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シ
一
ア
繊
切
一
一
シ
テ
置
キ
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蓮
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、
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旦
碕
ヲ
加
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カ
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醤
油
、
味
淋
、
砂
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デ
味
ヲ
付
ケ
、
少
シ
冷
メ
テ
カ
ラ
〈
鶏
卵
ノ
間
マ
ラ
ナ
イ
程
度
一
一
)
鶏
卵
ヲ

入
レ
テ
掻
混
ゼ
、
之
ヲ
鯛
ノ
背
カ
ラ
詰
メ
、
泊
ヲ
塗
ツ
グ
蒸
龍
デ
蒸
シ
、
充
分
蒸
シ
テ
カ
一
ブ
皿
一
一
盛
リ
、
煮
出

汁
一
一
味
淋
醤
油
デ
加
味
シ
、
煮
立
一
ア
グ
汁
ヲ
カ
ケ
テ
供
卓
ス
ル

.蝿踊値・個園田昆a踊・""祖師圃嵐調官現活苅・U耐掴・a回IOIIIIロ...... 盛田直置薗函回路辺芝腎F園間~認羽田IW扇田Jf;\'Æ:稲田閉園町



、
、

‘(， 1 

， . 
! 

1

1

J

P

 

. ":-("日

.砂押榊暗闇暗闇醐棚田~~明暗開質問骨押祖国・・圃

〔注

意〕

、"・

腕
ノ
賀
ハ
香
リ
ヲ
牟
プ
モ
ノ
デ
ア
ツ
テ
噌
好
一
一
伏
リ
使
用
ス
ル

ア

グ

モ

ノ

ル

キ

第

九

揚

物

類

一プン

υ
ブ

ラ

一

、

夫

婦

羅

調
理
法

¥、1'J一
色
川
ヲ
水
泌
シ
テ
三
枚
一
一
卸
シ
、
小
骨
ヲ
夫
リ
臨
ヲ
少
な
振
ツ
一
ア
置
グ

/
t
¥
 北

日
間
キ
ト
シ
、
小
サ
ナ
モ
ノ
ハ
四
、

、E
ノ

/
t
¥
 

¥
ノ一一一

f
t
¥
 

¥，
J
J
 

四
/
t
¥
 

材

J

'

'

d

《
Jv

，

、

.

i

I
L
V』

、、ψ
不

魚
、
大
根
、
煮
出
汁
、
醤
油
、
味
淋
(
砂
糖
ゴ
ボ
ダ
粉
、
胡
麻
油
、
鶏
卵
、
臨

(
海
老
ハ
皮
ヲ
去
リ
大
キ
ナ
モ
ノ
ハ

五
足
一
緒
一
一
シ
一
ア
堕
ヲ
シ
テ
置
ク
)

煮
川
汁
ヲ
火
ニ
カ
ケ
柏
々
設
ク
醤
油
、
味
淋
デ
加
味
シ
一
ア
置
ク

大
根
ヲ
卸
シ
一
ア
置
ク

一
長
漉
シ
タ
姿
粉
ヲ
水
デ
「
ド
ロ
ド
ロ
L

一
一
延
パ
シ
、
少
量
ノ
線
ト
鶏
卵
ヲ
入
レ
足
ヲ
出
サ
ナ
イ
校
一
一
サ
ツ

ト
掻
廻
シ
テ
世
ク
(
之
ヲ
衣
ト
一
一
山
フ
)
。
鍋
一
一
初
腕
泊
ヲ
入
レ
火
一
一
カ
ケ
テ
煮
立
テ
、
魚
ヲ
衣
ノ
中
一
一
一
段
シ
附

ケ
テ
鍋
ノ
縁
カ
一
ブ
滑
り
込
マ
ス
様
一
一
シ
一
ア
入
レ
、
強
火
デ
「
カ
ラ
リ
」
ト
揚
グ
油
気
訂
ノ
切
ツ
テ
(
二
〉
ノ
汁
ト

(
三
)
ノ
卸
シ
ヲ
添
へ
一
ア
供
卓
ス
ル

第
二
章

第

節

調
理
法

日
本
料
理

一O
九

刊

t

i

l

-

，

ゅi

l

l

l

、

i
 

ι
i
r
 

l
 



山、
J
r

ぉ

恥
叫
一
礼
、

k
h
f
p
v
h
 

-

司!
 

、が

町、、

¥d 

叩、
、

l.f<; 
~? 

節

日
本
学't
ま里ノベユユ川

¥o 

d〉1!

1 

崎
町
汀
二
章
・

調
理
法

性‘
コ包
E士1
Jl.:!..I、
'-..1 

有 I

ぺ r:

、r

.( 

〆'iん f

f

t

p

'

W

 

/
d
'
 

、白、
IF，

m? 

p

f

F

i

 

一一

O

シ
ヤ
ウ
U
シ
ア
、
ゲ

一
、
野
菜
類
ノ
夫
婦
羅
モ
風
味
ガ
ア
ツ
一
ア
宜
イ
。
之
ヲ
精
進
揚
卜
一
五
フ

ーーー--'・、

火
加
減
一
一
注
意
ァ
要
ス
ル
。
叉
材
料
ヲ
一
度
一
一
津
山
鍋
一
一
入
レ
ル
ト
泊
ノ
温
度
ガ
念
一
一
降
ル
カ
一
ブ
注
意
ヲ

タ
ヅ

ニ
、
龍

ヨベー

閤タス

ノL/
キ回ア
}老若グ

官

'paa

虫
小

材

魚
(
切
身
)
、
哲
治
、
大
根
、
胡
麻
油

¥ノ一
切
身
ノ
魚
ヲ
醤
油
一
一
一
段
シ
テ
泣
ク

/
E
¥
 

二
犬
根
ヲ
卸
シ
テ
泣
ク

〆〆，.‘、¥

鍋
一
一
胡
麻
油
ヲ
入
レ
テ
火
一
一
カ
ケ
テ
煮
立
一
ア

調
理
法

(

一

)

ノ
魚
ヲ
能
ク
醤
油
ヲ
切
ツ
一
ア
天
婦
羅
ト
同
ジ
ク
つ
カ
ラ

り
し
ト
揚
バ
ゲ
一
ア
油
気
ヲ
切
り
、
犬
根
卸
シ
及
泊
宜
ノ
附
令
セ
ヲ
添
ヘ
テ
熱
イ
内
一
一
供
卓
ス
ル

イ

ワ

モ

ノ

ル

ヰ

第

十

煎

物

類

イ

リ

タ

マ

づ

一

、

煎

草

子

vs-Ea 

、、r

'PA

、
、，/

直
日
り
日
μ

、
J
E
W
-
-
J
L
l

、

笠
州
口
ヴ

d

芳
日

υ
ず

砂
糖
、
醤
油
、

材調
理
法

器
ノ
中
へ
鶏
卵
(
一
人
前
二
個
枕
) 三

菜
、
前
腕
泊

ヲ
割
り
込
ミ
掻
キ
混
ゼ
、
吏
一
一
煮
出
汁
ヲ
入
レ
醤
油
、
砂
糖
デ

d匂狸... ・・値圃凶模開抽辺四圃圃周囲町ぷ... 園田脳....... "'"包摘閣僚...r.. ・踊副圏直'"町三部官'!:ti;r:;師団信咽創臨_.閣制



園田a

加
味
シ
、
三
業
ヲ
細
ク
切
ツ
テ
入
レ
テ
按
混
ゼ
、
前
…
鍋
一
一
薄
ク
胡
麻
油
ブ
敷
イ
一
ア
火
一
一
カ
ケ
、
治
ガ
焼
ケ
テ
カ

ラ
卯
ヲ
入
レ
絡
ヘ
ズ
接
混
ゼ
乍
一
ブ
字
熟
ノ
「
ボ
ロ
ボ
ロ
」

一
一
以
ツ
一
ア
熱
イ
内
一
一
供
卓
ス
ル

在

意
)

字
熟
一
一
ナ
ツ
テ
カ
ラ
火
カ
ラ
下
ス
ト
飴
熱
ノ
タ
メ
煮
エ
テ
仕
舞
フ
カ
ラ
、
早
メ
ユ
火
カ
ラ
下
ス
コ
ト

イ

リ

ト

ウ

ブ

一
一
、
煎
豆
腐

材

!
 

、、F

F

・
r

・
tv、FA

/

豆
腐
、
人
家
、
牛
芳
、
椎
耳
、
木
耳
、
蓮
根
、
鶏
卵
、
窓
、
砂
糖
(
味
淋
)
、
醤
油
、
胡
腕
油
、
麻
ノ

賀
、
煮
出
汁

-・圃圃園田田園田輔副画面孟面開一 司富岡

調
理
法

¥
E
Jノ一

豆
腐
ヲ
茄
デ
、
布
デ
竪
ク
絞
リ
摺
鉢
デ
摺
ツ
テ
置
ク

¥

ノ

ア

ク

二
人
琴
、
牛
芳
、
蓮
根
ノ
上
皮
ヲ
剥
ギ
水
洗
ヒ
シ
テ
細
ク
切
リ
、
牛
芳
ハ
克
一
一
茄
デ
、
友
汁
ヲ
去
リ
泣
ク

〆

f
¥

¥
ノご

一
椎
茸
、
木
耳
ハ
水
一
一
浸
シ
テ
軟
ク
シ
細
ク
切
ル

，r
a
1、会

己
(
一
二
)
ノ
野
菜
ヲ
味
階
、

醤
油
、
砂
糖
デ
加
味
シ
グ
煮
出
汁
デ
煮
上
グ
テ
置
キ
、
別
ニ
煎
鍋
一
一
胡
麻
油
ヲ

薄
ク
敷
イ
テ
泊
ガ
焼
ケ
グ
ラ

(
一
)
ノ
豆
腐
ヲ
入
レ
テ
能
ク
煎
リ
、
共
ノ
中
ヘ
煮
上
グ
テ
ア
ル
野
菜
ヲ
入
レ
、

向
煮
出
汁
ヲ
少
シ
加
ヘ
テ
豆
腐
一
一
味
ヲ
附
ヶ
、
次
一
一
細
切
り
ノ
葱
ヲ
混
ゼ
、
最
後
一
一
撹
枠
シ
グ
鶏
卵
ヲ
入
レ
一
ア

第
二
章

調
理
法

---・
.前面帽胸4・.

・・・咽・4、

第
二
節

3
-
4
E
s
p
-

E
オ
キ
正
一

膚朝町田叩官有-・W甥..... 駅事~<認'"""'"沼町--駅副臨書幅尽忠ぷSむお-，謁瞬寓応辺調阻鼠瓜喝事すも理現旗開吻咽略;nr.πτ.，....... 讃眼目r司自国民... 咽剛健書.留品a帽回国区鳴"'"島国凶電話草創阿眠



第
二
章

調
矧
一
法

第
二
節

日
本
料
理

--
一-

混
ゼ
令
セ
タ
後
火
カ
ラ
下
シ
テ
供
卓
ス
ル

-・・圃・・.圃圃・e、

牛
謬
ノ
き
ん
ぴ
ら

材

'
B
-
E
B
 

、、r
ゆ木・

牛
芽
、
人
家
、
胡
麻
油
、
砂
糖
、
醤
油
、
唐
辛
子

調
理
法

野
菜
ヲ
千
切
り
又
ハ
笹
掻
キ
ト
シ
、
鍋
一
一
胡
麻
油
ヲ
入
レ
テ
煮
立
一
ア
、
野
菜
ヲ
入
レ
テ
能
ク
煎
リ
、

火
ガ
通
ツ
グ
ラ
醤
油
、
砂
糖
、
唐
辛
子
ヲ
入
レ
テ
加
味
シ
、
煮
汁
ハ
ナ
ル
ベ
ク
少
ク
煮
詰
メ
ル

〔注

二三~
JFI ~、

'---/ 

一
、
唐
辛
子
ハ
紛
々
強
目
ガ
宜
イ

二
、
人
家
二
甘
味
ガ
ア
リ
北
ハ
ノ
軟
ラ
カ
サ
デ
口
岱
リ
ヲ
良
ク
ス
ル
グ
メ
佼
フ
ノ
デ
ケ
ツ
テ
、
入
レ
ナ
ク
テ
モ
差

支
ナ
イ

一
二
、
苅
弱
ヲ
主
材
料
ト
シ
テ
モ
美
味
デ
ア
ル

て第

5皇すム

物

類
ア
ヅ
キ
メ
シ

小
一
旦
飯
)

飯ZAr
/ヘ 07.....恥

続手附
米7

E箇

王Z

胡
麻

材

叫す
ψ
亦・

調
理
法

g 



岨圃

¥
B
，J 

r
J

，‘、、
¥
}
ノ一一

/
t
¥
 

加
へ
弱
火
デ
茄
デ
ル
コ
ト
、
煮
過
ギ
ル
ト
皮
ガ
切
レ
ル
カ
ラ
注
意
ノ
コ
ト
)

¥
1ノ一

一
一
盟
ト
胡
…
腕
ヲ
火
一
一
カ
ケ
テ
別
々
ニ
煎
リ
混
合
セ
テ
置
ク
。
之
ヲ
胡
腕
臨
ト
一
五
フ

/
『
‘
¥

精
米
ト
小
一
旦
ヲ
混
ゼ
令
セ
、

一
浸
シ
約
七
時
間
百
キ

滞
米
ブ
水
洗
シ
テ
水
(
小
一
旦
ノ
苅
汁
ヲ
加
へ
グ
)

コ

ハ

メ

ユ

ザ

ル

小
一
旦
ハ
水
洗
シ
約
三
股
目
ニ
茄
デ
、
米
一
一
上
グ
茄
汁
ヲ
ト
ツ
テ
置
ク

(
煮
立
ツ
テ
居
ル
間
一
一
二
三
同
水
ヲ

蒸
箆
一
一
入
レ
テ
途
中
米
ヲ
浸
シ
グ
水
ヲ
二
、
コ
一
度
カ
ケ
乍
ラ
蒸
上
グ
テ
胡
麻
臨

ブ
添
ヘ
テ
供
卓
ス
ル

注

立
)

一
、
若
干
若
色
(
赤
色
)
ス
ル
モ
可

二
、
瓦
季
苅
デ
タ
小
一
旦
ガ
腐
敗
セ
ヌ
絞
一
一
注
立
ノ
コ
ト

ゴ
寸
若
干
ノ
白
米
ヲ
混
ぜ
テ
モ
井
一
支
ナ
イ

タ

笥2応

白
米
ト
小
一
旦
ヲ
炊
イ
テ
小
豆
飯
(
又
八
赤
飯
)

飯

ト
一
五
フ
。
祝
祭
日
等
一
一
行
ハ
レ
ル

コ
メ
ヌ
カ

符
、
米
、
米
服
、
醤
油
、
盤
、
味
淋
、
者
小
出
汁
、

司
1

・出小・

Fl 
上じ

イf1

材調
理
法

符
ハ
皮
ノ
依
日
比
布
(
「
エ
ゴ
味
」
ヲ
ト
ル
グ
メ
)
ヲ
加
へ
テ
茄
デ
、
冷
水
ニ
移
シ
皮
ヲ
腕
イ
デ
遮
立
薄
ク

第
二
章

調
理
法

日
本
料
理

司副田・・4・
町・・4・

一一・--

第
二
節

‘. 

圃園開咽幽園風間制町一 一電極康弘... 幅削a凶網棚副'"忽""""筑凶五み



第
二
章

誹j

~~! 
j1; 

ヤ

-
J
J
A
4
v
n
μ

ん
外
こ
ん
日

一
一
四

日
本
料
ま'11

切
り
、
鍋
一
一
煮
出
汁
ト
共
一
一
入
レ
醤
油
、
味
淋
デ
加
味
シ
、
味
ノ
浸
込
ム
迄
煮
一
ア
栄
一
一
上
グ
、
立
ハ
ノ
煮
汁
ア
釜

一
一
入
レ
熱
湯
ヲ
加
ヘ
堕
デ
味
ヲ
調
ヘ
テ
沸
騰
サ
セ
、
洗
ツ
テ
置
イ
タ
米
ヲ
入
レ
テ
炊
上
グ
、

m
句
ア
混
ぜ
一
ア
能
ク

「
ム
ラ
シ
」
テ
供
卓
ス
ル

(注

立
)

季
節
ノ
野
菜
、
茸
類
、
何
デ
モ
熔
用
シ
テ

O
O飯
ト
名
付
ケ
ラ
レ
ル
。
例
ヘ
パ
茶
飯
、
一
旦
飯
、
茸
飯
、
干
瓢
飯
、

荷
揚
飯
、
ひ
じ
き
飯
、

一
一
一
、
天
数
羅
井
(
天
井
)

内
飯
、

鮪
飯
、

間
数
銀
、
等
々
際
限
ガ
ナ
イ

島!再
~ ~..，飯

天
数
羅
(
台
小
)
、
白
米
、
煮
出
汁
吋
醤
油

i

味
淋
/
〆

末寺

材

飯
ヲ
炊
キ
別
ニ
煮
出
汁
ヲ
醤
油
、
味
淋
デ
調
味
lv
一
ア
沸
騰
サ
セ
、
薄
し
た
じ
ヲ
作
リ
、
共
ノ
中
デ
天

一
二
采
ク
ナ
ラ
ナ
イ
桜
一
一
ザ
ツ
ト
煮
テ
前
ノ
飯
ノ
上
一
一
戟
セ
、
し
た
じ
ヲ
少
シ
カ
ケ
呑
ノ

調
理
法

i

数
羅
ヲ
一寸

〆〈

~ 

ト
しー

物
ヲ
添
ヘ
テ
供
ス
ル

(注

意
)

一
、
天
鉄
総
ノ
魚
ハ
何
デ
モ
差
支
ナ
イ
ガ
、
あ
な
ど
、
海
者
、
・
目
的
賊
等
ガ
一
般
一
一
用
ヒ
ラ
レ
ル

二
、
此
ノ
方
法
ヲ
膝
用
シ
一
ア
「
カ
ツ
L

井
、
親
子
井
、
鰻
井
、
倣
火
井
、
開
化
井
、
木
ノ
葉
井
、
卵
井
、
舞
子
井
等
ガ
ア
ル

一世由時四一暢叩閉瑚畑炉問問-，欄醐岨四四時四幅一回幅回国帽帥t加噌蝿蛇富玄峰雄躯狙噌"・S調g凶問包現........ ・鵬淘帽鍋価値幽盛なj;"'~油精-



訓

i
u
H
Uいい

i
M
l際
門
市
1
4

守帆

イfrダ

達テ伽

省三

閥
、
巻

ズ
シ

b
日

¥

オ
J

h
曲

川

/

附

刊

ホ
ゾ
マ
キ

m山
3
戸
山
、

'
訴
え

テ
ツ
カ
マ
キ

鍛
火
巻
、

シ
ン
カ
ウ
マ
キ

新
香
傘
、

材

来~t

上
等
白
米
、
浅
草
海
苔
、
酢
、
盤
、
砂
糖
、
醤
油
、
味
淋
、
椎
茸
、
干
瓢
、
青
菜
類
、
煮
出
汁

調
(ー)理

法
上
等
ノ
白
米
ヲ
能
ク
洗
ヒ
飯
一
一
炊
キ
、
之
ヲ
卒
桶
若
ハ
板
ノ
上
一
一
取
り
出
ス
際
酢
、
盤
、
砂
糖
ヲ
調
合
シ

タ
モ
ノ
ヲ
飯
一
一
カ
ケ
閤
扇
デ
煽
ギ
乍
ラ
能
ク
掻
キ
混
ゼ
テ
冷
ス

(
割
合

米
二
立
、
酢

0
・
ゴ
二
v一
、
臨

0
・

0
六
立
、
砂
糖
二

O
瓦
、
但
シ
砂
糖
ハ
晴
好
一
一
伏
リ
加
減
シ
又

ハ
入
レ
ナ
ク
テ
モ
ヨ
イ
)

¥
1ノ一一f

k
 砂

桁
、
味
淋

J

ア
加
味
シ
タ
汁
デ
汁
ノ
浸
ミ
込
ム
迄
煮
込
ミ
後
汁
ヲ
切
ツ
テ
冷
マ
ス

¥
1ノ一

二
青
菜
ヲ
茄
デ
テ
冷
水
一
一
浸
シ
テ
置
ク

¥

ノ

ア

フ

四
浅
草
海
苔
ノ
表
而
ヲ
ザ
ツ
ト
火
取
ル

f
¥
 

¥

}

ノ

ス

五
保
ノ
上
ヘ
(
四
)
ノ
海
苔
ヲ
古
キ
、
北
ハ
ノ
上
ヘ
前
ノ
飯
ヲ
向
フ
一
二
糠
位
ア
ケ
テ
平
一
一
致
キ
、
中
央
へ
杭
一
文

，J
E
¥
 

宇
一
一
(
二
)
(
三
)
ノ
材
料
ヲ
置
キ
、
手
前
カ
ラ
巻
イ
テ
後
一
本
ヲ
八
ツ
切
位
ト
ス
ル

椎
茸
ヲ
下
按
ヘ
シ
タ
モ
ノ
ト
子
瓢
ヲ
掠
シ
テ
臨
探
ミ
三
水
洗
シ
テ
茄
デ
グ
モ
ノ
ト
ヲ
煮
問
汁
一
一
醤
油
、

(附〉

右
ヲ
路
用
シ
一
ア
納
容
、
鍛
火
省
、
新
香
巻
、
伊
建
倉
等
ガ
ア
ツ
テ
、
鮪
ハ
色
々
ノ
種
規
ノ
モ
ノ
ヲ
取
り

第
二
章

日
本
料
斑

は
り

H
h
h
k
~

j

i

j

 

A

一一一円
H

エム
1
1
b

第
二
節

;ず王

時国Z弓皿串岬圃嵐網岡蹴刷・蝉副-園岨臨祖国臨圃岨諸国a飽師四岨Z 剛圃由国叫品畠首四芯昌弘血単品郎副幽』凪幽伝説臥



... ーー一ーーー四回目ー.，

第
二
章

日
本
料
製

.幽圃・... 

-・.
-t~ 

ノ、

剖
川
浪
法

第
二
節

混
ゼ
山
淑
、
紅
生
美
、
酢
漬
ノ
今
一
世
一
文
等
ヲ
添
ヘ
テ
供
卓
ス
ル
方
ガ
宜
イ

¥
E
Jノイ

納

容

/
i
h
¥
 

巻
鮪
ノ
製
法
ト
同
様
デ
ア
ル
ガ
、
細
谷
ノ
名
ノ
如
ク
浅
草
海
苔
ヲ
字
分
一
一
一
切
り
中
一
一
巻
込
ム
火
薬
ハ
干
瓢

グ
ケ
デ
一
本
ヲ
一
二
ツ
切
伏
ト
ス
ル

¥
h

，/ ロ

俄

火

容

f
k
 納

念
ト
同
様
デ
ア
ル
ガ
、
中
一
一
翁
込
ム
干
瓢
ノ
代
リ
一
一
鮪
ヲ
入
レ
卸
山
葵
ヲ
添
ヘ
ル

¥
h
，J ハ

新

香

容

/
'
E
¥
 

俄
火
各
ト
同
様
デ
ア
ル
ガ
中
ニ
容
込
ム
鮪
ノ
代
リ
一
一
漬
物
(
津
庵
、
白
菜
漬
、
紅
生
委
等
〉
ヲ
入
レ
ル

¥
h
/
J
 一

一
伊
達
容

/
t
1
、

厚
焼
一
一
ス
ル
材
料
ヲ
薄
ク
焼
キ
皮
革
海
苔
ヨ
リ
給
々
大
キ
ク
切
り
、
共
ノ
上
へ
巻
鮪
二
使
フ
伐
ヲ
平
一
一
計
一

午
、
中
央
へ
細
目
ノ
念
鮪
ヲ
載
セ
闘
方
カ
ラ
谷
イ
一
ア
一
本
八
ツ
切
位
ト
ス
ル

厚
焼
ノ
製
法

魚
ア
ご
一
枚
一
一
卸
シ
肉
ヲ
庖
丁
デ
「
コ
ソ
グ
」
取
リ
指
鉢
デ
能
ク
摺
リ
、
砂
糖
躍
デ
加
味
シ
テ
克
一
一
括
り
、

之
二
鶏
卵
ヲ
一
個
ヅ
ツ
加
ヘ
テ
拍
リ
混
ゼ

一
シ
、
厚
焼
鍋
(
又
ハ
蒸
焼
鍋
)

「
ド
ロ
ド
ロ
L

=nの
い
市

TH
ア

事

斗

ι
L
U
m円
、
/
γ
d
v
-
J

刷圃回国同



~奇

宜
、
握

致
キ

絡す約

-
三
純
ノ
厚
サ
一
一
流
シ
込
ミ
蒸
焼
ス
ル

各
指
ト
同
様
一
一
飯
ヲ
準
備
シ
テ
適
宜
ノ
大
キ
サ
一
一
握
リ
、
新
鮮
ナ
魚
(
海
君
、
鮪
、
烏
賊
、

と
は
だ
等
)

ヲ
薄
ク

切
ツ
グ
モ
ノ
ヲ
上
一
一
握
り
付
ヶ
、

差
M
4
↓

L
司
、

五
干
品
什

卸
シ
山
葵
、

昨
武
生
士
一
泰
子
ヲ
添
ヘ
ル

(注

立〕

.畠圃

.1、、
枠31?i:

魚Ef波
~ /戸¥

押5グ

鮪三魚、
)内

魚
ノ
「
オ
ボ
ロ
」
等
ヲ
握
り
付
ケ
ル
ノ
モ
宜
イ

椎
非
、

干
瓢
ノ
煮
グ
モ
ノ
、
厚
焼
、
酢
一
二
段
シ
グ
魚
肉
、
魚
ノ
「
オ
ボ
ロ
」
等
ヲ
、
型
箱
一
一
際
裁
ヨ
ク
抗
ベ
グ
上
一
一

容
始
ト
同
校
ノ
飯
ヲ
箱
一
二
杯
詰
メ
、
上
一
一
部
臨
ヲ
シ
テ
後
酢
一
一
議
シ
グ
竹
ノ
皮
ヲ
置
キ
、

蓋
ヲ
シ
一
ア
五
時
間
許

火
薬
ノ
付
イ
夕
方
ヲ
上
一
一
シ
テ
趨
宜
一
一
切
ツ
テ
供
ス
ル

(
附
)
鯖
ヲ
主
材
ト
シ
テ
此
ノ
方
法
一
一
伏
リ
作
ツ
グ
モ
ノ
ヲ
紡
始
ト
一
五
フ

J
A
'

モ

ク

ズ

シ

・

也
、
耳
目
鮪
(
ち
ら
し
)
(
附

リ
匪
シ
ヲ
シ
テ
後
、

五
日
銀
、
混
ゼ
飯
、
肉
飯
)

材

『
b
E
E

、、F

lph

、
、v

j
'

二
J
F

守

i
ム
、
、
ふ
F
、
h
グ

afI
、

i
」
ル
ヰ
ド
r
4
A

両
日
一
計
一
羽
川
川

醤
油
、
味
淋
、
煮
出
汁
、
魚
肉
(
海
老
、
蒲
鉾
類
モ
宜
イ
)
、
蓮
根
、
椎
芽
、

千
瓢
、
木
耳
、
熊
妹
、
鶏
卵
、
皮
革
海
十
台
、
紅
生
注
文
、
青
一
旦
(
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
〉

一
一
七

第
二
章

n
u
aじ
い
凶
、
司

書
W
判
J
一
川

μ

日
本
料
迎

L
V
4
4
4
4
4
4

↑nμ 

h
d
月
二
L
q
H
ド

.... "，，，ぬ耐甜柚-星組岡国岡語臨'"町福田直面豆電車祖訓圃猷悩泊趨
留剛山崎電園田畑臨調醐圃四--醐醐圃圃



情、 l

第
二
章

前
迎
法

日
本
料
理

3罰)¥

第
二
節

調
理
法

、E
ノ一

飯
ヲ
炊
キ
巻
鮪
ノ
飯
ト
同
様
一
一
作
ル

f
t
¥
 

¥
h
ノに

椎
茸
、
木
耳
ハ
水
一
一
浸
シ
柔
ク
シ
一
ア
細
ク
切
り
、
干
瓢
ハ
臨
採
ミ
シ
水
洗
シ
テ
茄
デ
、
細
ク
切
り
、
簾
数

ハ
共
ノ
位
制
ク
切
リ
、
以
上
ヲ
煮
出
汁
一
一
砂
糖
、
醤
油
、
味
淋
デ
加
味
シ
グ
汁
デ
味
ノ
ヨ
ク
浸
ミ
込
ム
迄
煮

一
ア
汁
ヲ
切
ツ
テ
置
ク

¥
E
ノ一

い
一
鶏
卵
ヲ
薄
ク
焼
イ
テ
約
一
腕
宇
ノ
長
サ
一
一
切
ル

¥
}
ノ四

魚
肉
二
薄
堕
ヲ
ア
テ
三
十
八
刀
許
ノ
後
酢
一
一
浸
シ
、
酢
ガ
浸
ン
デ
カ
ラ
取
出
シ
小
サ
ナ
角
切
り
一
一
ス
ル

f
¥
 

、E
ノ伍

蓮
根
ノ
皮
ヲ
腕
ギ
細
ク
切
り
、
酢
ヲ
少
シ
加
ヘ
タ
湯
デ
茄
デ
グ
上
酢
、
砂
糖
、
脳
血
ヲ
調
合
シ
タ
汁
デ
煮
上

ヂ
ル

¥
Eノ六

浅
草
海
苔
ァ
火
取
り
細
二
採
ム

/
t
1
¥
 

¥
E
J
J
 

七
紅
生
治
安
ヲ
繊
一
一
切
ル

/
t
、、

(
一
)
乃
室
(
五
)
ノ
口
問
々
ヲ
混
ゼ
A
口
セ
克
一
一
青
豆
ヲ
少
シ
振
リ
込
ミ
、

皿
-
一
盛
リ
浅
草
海
苔
ヲ
振
リ
カ
ケ
紅
生
委

ヲ
少
シ
添
ヘ
テ
供
卓
ス
ル

〔注

意〕

4V 

-
1
l
i
j
i
 

圃副島田園噛咽圃圃圃園田園匝訟担包臨:-..眠園町姐圃園圃附.国司凪掴開掛献‘蹴"""""通岨掴圃回""明 暗 ーーーもM胤._-:t""-t'埼旨が祖語-包却圃圃圃禍・際軍国帽圃



〔 調 材で第
二 一注ー少理 汁z士 〈季
、ト、 盛量法料 一様ナ e節

多日じ小〈弓リノ 廿ヵ 々 イ = 
人向Z豆供臨 ンナコ五憶
数臭ノ 卓ヲノj、ノト粉コ 名ト日夕
ノイ代 スカn豆立 味、ガト鰭タ

揚呑リ ルヘヲ、 付野ト野
合リー テ軟砂 類午ケ菜 i司 菜
ーガ H凶 味ク糖 ラ類ジ類
ノ、抜倍、 ヲ茄、 レ宜グ様ヲ
小ケヲ 調デ際 テ)ナ使
豆ナ用 へ之、 ヰヲ方フ
ヲイヒ 、ヲ白 ル煮法ノ
漉テ 煮漉玉 付 デ 、 モ

ス モ 立シ粉~\ ケ作宜
手差 テテ餅 タ Jレイ
数支 、筒、 汁 モ
ヲナ 之ヲ ヲ ノ
省 イ =取嘉現実: 加-

ク ガ 白 リ) へ五
コ 、 玉、 テ目

ト湯 粉別 飯飯
ガュヲニ ヲ、

多砂プk 鍋 炊 jFS
ク糖 デ ー キゼ、

、ヲ 担湯 込飯
之 入ネヲ ム、

ヲ レ 遁沸 コ内
問テ 宜騰 ト飯
合汁粉 ノサ ガ 等

旦大セ 五ガ
沸サテ 自ア

ト 騰ノ右 鮪 yレ

云サ 問ノ トガ
ヒ セ 子倍、 具、
、 テ e ーヲ Jレ之
漉カ 丸入 勲等
筒 ラ メレ デハ
ヲ入 テ、 ア酢
用 レ 入砂 ツヲ
ヒナ レ 糖 テ用
タイ 碗、 、 ヒ

L- I F 踊嗣暗闇蝿声圃咽凪拓事勾FM甲子喧胃宜』盟主 --T fγ勺 自 -

第
二
章

調
迎
法

第
二
節

日
本
料
理

一
一
九

l
l

、

i

i

i

4

ヂ?
 



ー

第
二
章

必
一
二

O

調
迎
法

第
二
節

コ
」
三
千
里

仁
ト
ォ
ー
ま

モ
ノ
ヲ
御
膳
汁
粉
ト
一
五
フ

コ
ー
白
玉
ノ
閤
子
.
ハ
鍋
一
一
入
レ
ル
ト
一
日
一
沈
一
ム
ガ
煮
ヘ
ル
ト
浮
ン
デ
来
ル

オ

ハ

ギ

一

一

、

御

萩

E
E
h
r
-
-

、、r

」
F
-

、、
v
J

白
米

小
豆
、

小
ダ
ム
#
口
、

ず
れ
H

湘
V

キ

ナ

コ

盤
、
黄
名
粉
け

zIι

、、

弓
而

ν下

ゆ
干
、
↑
/

材

精
米
、
白
米
ヲ
等
金
一
緒
一
一
飯
一
一
炊
キ
、
之
ヲ
掲
指
シ
テ
泊
宜
ノ
大
キ
サ
(
戸
人
前
三
個
乃
至
五
個
)

一
一
丸
メ
、
別
}
一
小
一
旦
ヲ
煮
一
ア
長
漉
シ
飴
ヲ
取
り
砂
糖
、
少
量
ノ
臨
ヲ
加
ヘ
テ
煮
乍
ラ
練
上
グ
一
ア
冷
マ
シ
、
又
一

方
一
一
涜
名
粉
ト
砂
糖
ト
少
量
ノ
堕
ヲ
混
合
セ
テ
置
キ
、
前
ノ
丸
メ
グ
飯
一
一
別
々
一
一
附
ケ
一
ア
供
卓
ス
ル

調
理
法

r--¥ 

注

ニ己E三

d目、
Lーノ

一
、
飴
ハ
間
的
ヲ
用
ヒ
テ
モ
差
支
ナ
イ
ガ
臭
味
一
一
注
意
ス
ル
コ
ト

二
、
青
海
十
台
、
胡
桃
、
問
腕
等
ヲ
用
ヒ
取
リ
混
ゼ
テ
供
ス
ル
ノ
モ
宜
イ

コ
一
、
視
米
ト
精
米
ノ
八
刀
量
ハ
必
ラ
ズ
シ
モ
等
量
デ
ナ
ク
ト
モ
差
支
ナ
イ

ヨ

ウ

カ

ン

一
一
一
、
羊
惑
一
円
(
十
人
前
)

材

叫

T
ゆボ・

小
一
旦
的
一
匹
、
砂
糖

-
五
託
、
寒
天
四
本
、
水
一
立

調
理
法

カ
ン
一
7
、J

小
一
旦
ヲ
汁
粉
ノ
揚
合
ト
同
校
一
一
軟
ク
煮
一
ア
漉
シ
飴
ヲ
作
リ
、
別
一
一
寒
天
ヲ
水
一
一
入
レ
湯
煮
シ
テ
漉
シ

幽区五回圃圃聞幽園圃聞編富田圃岨幽圃圃-益田四回直圃凪



グ
中
へ
砂
糖
ヲ
入
レ
、
能
ク
掻
キ
混
ぜ
テ
カ
ラ
筒
ヲ
入
レ
、
弱
火
デ
集
長
一
一
煮
テ
掬
ツ
テ
見
一
ア
「
ネ
パ
」
ル
迄

煮
詰
メ
テ
カ
ゴ
フ
型
箱
一
一
流
シ
込
ミ
、
問
マ
ツ
テ
カ
ラ
適
宜
一
一
切
ツ
テ
供
卓
ス
ル
。
叉
隠
元
豆
、
白
小
豆
等
ノ
岱

ヂ
白
色
ノ
羊
美
一
一
幹
ヘ
ル
ノ
モ
宜
イ

附

羊
美
ハ
色
々
ノ
材
料
ヲ
肱
用
シ
テ
種
々
ノ
名
前
ガ
ア
リ
、
製
法
モ
大
同
小
異
デ
ア
ル
。
芋
羊
葉
、
蒸
羊

半
突
等
ガ
ア
リ
、
果
官
(
羊
葵
等
ハ
各
々
材
料
ノ
名
ヲ
冠
シ
際
限
ガ
無
イ

ア
ヲ
ユ
キ
ヨ
ウ
カ
ン

回
、
泡
零
羊
葉
(
十
人
前
)

官

E
炉
E

・
、、，
pp

，、、，/

寒
天
五
本
、
砂
利

0
・
五
託
、
鶏
卵
一
一
地
、
水
二
立

材調
理
法

寒
天
ヲ
水
一
一
入
レ
テ
火
一
一
カ
ケ
糸
ヲ
引
ク
位
一
一
煮
詰
メ
テ
カ
ラ
漉
シ
、
砂
糖
ヲ
入
レ
一
ア
溶
カ
シ
冷
シ

テ
置
キ
、
別
ニ
鶏
卵
ノ
白
身
グ
ケ
ヲ
能
ク
細
ク
泡
立
一
ア
テ
前
ノ
寒
天
ノ
中
一
一
入
レ
、
手
早
ク
掻
廻
シ
テ
型
箱
一
一

流
シ
問
マ
ツ
テ
カ
ラ
遁
宜
切
ツ
一
ア
供
卓
ス
ル

又
卵
ノ
黄
身
ヲ
用
ヒ
テ
白
寅
二
段
一
一
ス
ル
ノ
モ
宜
イ

パー-

五
、
き
ん
と
ん

材

料

白
隠
元
豆
、
白
砂
糖
、
盤
、
(
豆
一

O
O瓦
一
一
封
シ
砂
糖
七

O
瓦
ノ
割
合
盤
少
量

γ
r
J
K
L
「

調
理
法

¥ 

第
二
章

日
本
料
理

4 

・・同・・

一-
..-

調
理
法

第
二
筒

¥. 



第
二
章

調
理
法

第
二
節

日
本
料
理

-目.
一-咽M咽‘

~・‘
-圃帽..  

u--』 th

漬 材、草 〔

京 キトケ 大22 二一注 (二) (ー)

ャウ共方料，阪主V主司lグ1ず 一姑 、 、 混 ツ
菜ナニ ッ、き:豆 (5ゼ別グ白

漬込 (漬ケ鈴馬んノ ルニ時|器
j責2 梨i蕪/ヘ手切 と 4三 シ二元

ヲ叉り 暮ん熟 グ分ノ¥
強ョ 漬 ノニナ 豆ノポJ
クク大、)物f-Uモノきc ハ ノ ハ一夜
盤沈根 ん色ニ 能ヲカ
シヒ 〉 と 々 調 ク取ラ
ヲ f厄 、

ん種味 潰指 テツ 7J¥. 
シ甘lt 臨 一 類料 一一、 、

ガ ヲ シ置浸一 ノ、

教時 fり~] 菱生 廿ア加 フー キ シ
諮ー 、y S品

、 フ4J ¥  

粧問 葉、3 ヲ フ占 yレ 一一 残置
併栗ト 入 キ

フー 豆』干4主-/7主-
、

用ス 慈Z以後
レ 一一

ザ共 残砂之
ツ ( 一一 ル姑キ軟 糖 ヲ

ト 刻事 方ユ ノ 締
j先 ン

ガ 鈴馬薯バ煮
砂盤 一

ヒ フ『 B上卑官J ィレ ヘ- 糖ノ入

醤剖1 臨デ
ィ 2難 学レ

、
グ 機分被

ヲ 採 甘ナ ヲ ヲ Jレ

カ 、‘、、、、 藷 yレ 加カn位
ケ青 J¥  J¥  ノ
フ『 イ 弱 テ味水

供卓 汁ヲ
旦 煮ガ ヲ
、

ス 除 2円~ グクへ

ルキ 腕 之浸煮、
E王 、、、、、、

ムム一一
-匝n箇H. 等 ご込テ
ヲ ガ ム

、
¥J 

入 ア ノ迄充
レ 豆煮分|
亥リ

、
ヲル軟

、‘、、、、 栗 カ

菱{=t. 
、

クJ¥  

慈 フー ナ



第

二

章

論

理

法

第

二

節

目

本

料

理

- 園 周-.副-/ー、 漬材
、

材
(ー)ち胡茄乾 z ケ 茄テ菜京

会支 瓜子 シ 茄方料子ス 料
並最 不 涜 茶野ノノテ子 ノ根ノ@

yレ 物特 堕色更ヲ 臨漬主よ
ー町 ケ ノ漬ヲニ入小小 ヲ京

レ
新一 堕漬 此モ 良漬 レ茄茄 r-¥ 切 茶

口 日 ド ク 込冷子子 11きぶり
、

弓壬 漬 一 ノ ス ム 、ン ノ 、医3庖臨、
ハ封方 Jレ グ 「 JpiE4rLIfE司. ト

、

一主E1 ス 法潟長臨 J¥  エミ 目 上sじ

般 々 Jレ 一一 焼 ク ァk グ フ ヲ 布
一一 日 一伏 明保 ヲ ¥J 人

行本般的 yレ禁存注ヲ /ヘ レ
ハ人 出 ギ 切

附 フ4

同国・圃--'・ レ
ハ一 注意 古釘 来 、 リ

菜野

4日2、1Eベ

一 七ル ノレ J11~ 7K ク一一
O O 分量 重 等 査洗 j先
瓦」 瓦要 ガ ヲ シ

巨億
ヒ

ナ 使 シ フ4
漬 、，ノ、

菜野 副食
用 ア 7K 一 甘

封
サ 漬 ヲ J巨I箇"u. 

ス

証四 物デ
レ 込切 一一
Jl.r ム

ノレ
シ

O 
、 ~ 

一一 ア
般

フー

封 yレ 叉別 茶
シ ガ ー---'・ 一一

的 ノ

ちた
、

皮鍋 注ニ.A三戸G、 日:日
ノ 巨箇

一ケ 7ーk 一一¥dノ
女日 昆
ク 減 フー ト 布
EIIGI話L. ノ、 カ E雨 ヲ
ヲ 日若日 フ ヲ 挟
入好 水入 ン

レ 一一 ヲ レ でア

フ唱 依 拾煮 漬込
フー .JL 

減 一 .岨嗣同--'・ フー A 

ス 概 日 、
yレ 一一 イ立 冷

ノ、 天 シ

決 日
、

シ 一 持

--'・

'ー.・



e; 

第
二
意

日
本
料
迎

調
迎
法

第
二
節

一
二
四

-t14 

二
O
O瓦

口

治
々
カ
ラ
口

二
八

O
瓦

カ

け

四
二

O
一九

フ

主主

耳足

カ

フ

口

七
O
O
瓦

(四)(三)(二)
叉
材
料
ノ

硬
軟

臨
力n
減

依

様

ヱミ
J¥  

ナ

イ
ガ

臨
ハ
ヨ
ク
乾
燥
シ
テ
使
用
ス
ル
コ
ト

強
昆
布
ヲ
入
レ
テ
漬
込
ム
ト
美
味
デ
ア
ル

医
石
ハ
重
油
ギ
テ
モ
風
味
ヲ
惑
ク
ス
ル

普
通
漬
ケ
ラ
レ
ル
材
料
ト
同
畳
程
度
ガ
遁
蛍
デ

ア
ル

¥
E
ノ五

熱
帯
地
デ
ハ
酸
敗
シ
易
イ
カ
ラ
、
盤
ヲ
少
シ
多
ク
用
ヒ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ナ
イ

/
t
¥
 

叉
材
料
ハ
努
メ
テ
能
ク
洗
フ
カ
治
志
シ
テ
漬
込
マ
ナ
ケ
レ
パ
非
術
生
デ
ア
ル
。
臨
漬
ハ
漬
込
ン
デ
カ
ラ
一
日

カ
ラ
三
日
位
デ
殆
ン
ド
食
べ
ラ
レ
ル
ガ
、
野
菜
一
一
附
着
シ
グ
病
原
菌
ガ
漬
ケ
テ
カ
ラ
死
滅
ス
ル
迄
一
一
ハ
一
週

四

糠2
味ミ問
R曾ソよ力
;雲足ツ 、

よ民ケ 、
Jレ

t~~ 

.，潤--儲田町・



EA二幽-

第
一一

( 漬材
四 二二一在ガ騰ケ

ナ、但子、葬ゴ、ガ、主ラサ方料
ル糠シ等味 野繁2糠〈号糠セ

章

調
玉虫
法

第
一一
節

日
本
挙}
玉虫

ト味ーヲヲ古1菜殖2味 ノテ
7K p曾度入良釘Zノシ夕日曾 臭入醤糠
気漬ニレクヲ色テハ 味 レ 泊
ガハ多ルス入ヲ味時 ガ、樽臨
多夏量モルレ良ノ々 無白一、
ク季入良.=. Jレク惑捜 ク 水 漬 白
ナハレクハトスイ持 ナえ(ミ 込水
ル Jレ、魚宜 Jレ物シ リ ム、
カ 晩ト叉ノイユ質ナ 良品モ野
ライ宅「酒宵 ハヲイ イギノ菜

酢ノ 漬生ト呑ト
水各バ粕頭 込 ズ 不 リざシ
取季ク 等 ムル味 ガ ヲ 、
米ハ」残ヲ 前ガー 出煮先
デーナリ狐 軽 13 ナ テ立ヅ
水書ル酒色 クデル カテ極
ヲ夜カ等= 悔ア O ラ、ク
取イ立ラヲ焼 採 Jレ 之 野一古
リデー少入イ ミ ハ 菜夜イ
更食量レテ ス 擁 ヲ冷糠
=べ宛ル来m ル 持 漬シ二
新ラ入ノク ト シ 込 テ O
シレレモ潰 宣 ナ ム 置 立
イルル宜シ イ イ イ ヲ
糠 O コイテ O ト グ胞
ト叉ト入 叉内 モ賂
臨幾 レ茄部 ノデ
ヲ皮 Yレ子ガ ヲ妙
カ日 モ カ ノ空 糠リ

五

ヘ 械 、 色 気
ル味 臨ヲ= 混臨
コロ曾 鮭良 鰐 ゼ二
トハ ノクレ テ立

使 類スズ 能ヲ

ヘ ル 嫌 メ コZキ クー
ル 煮= 気 掻旦
ガ 干ハャ 』 陛7 姐 71<
古、焼?細?三/デ
ク 煎明3 菌3 ナ務;

- ー



司一一、一一一一一いヨ}時←一

七 回，‘、圃 五
材

、
潰材

、
漬材

、

蕪3力日 ヲ ケ 大づゼ子 ケ 茄ヲ・ 五
料ノ ヘ混方料根三合二方料子ス漬

、

早2グ ゼ ノ セ立 ノ ヨ 糠

漬鞠j3酒テ 漬粕Z2テヲ 手gp 味
蕪四 粕犬細酒 四入秋小子漬定シハ噌漬

(根メ粕 、レノ茄 危
庖 警ヲノ、 五、小丈 除ハ

=込漬犬犬 週強茄 ハ比
麹 漬根根 間イ子臨 少 較
---'・. ケ 司、、、、、 ヲ

、
目 感 ノ

、 イ 的-戸J・・
JL コ、洗 E雪 頃 シ蒋2商学 ケ酸
、

ケニツ カ ヲヲ レ度
1臣IGn3d.・ 月 週テ 味 フ カ 取麹 カ、

O 位問書淋 イ吏 ケ
、

モ強

• フ 『 フ4 丹j フー 、 フ一世「・ 、イ
-L占 使別 一一 ス漬別子 材 ノノ、
J.L 用 ナ四 Jレ ケ 一一 料デ

ス ，悶注工rj‘ 
、 、臨 ノ、 一寸

ル同五 -- 0 新鮮 チプ
様 分 ヨ主 • 
酒ノ 浸間 夜一 ナ ス

ノ -L... ノ、
粕 手/ 後立 ノ菌
.一.同・. グ ニア 一一 ヲ筆

漬替 約後 一一 回全 良 ハ
麹 O ク

-L... ノ、
J ¥  

-四国.... ‘ 

O ;先時-・... • 、
日 E日

ザツ 乃問• 
吏 問 八立
・一・ー司 ムム ヲ 漬至
- シ f昆 込二
同

、
芥ゼ 日.t、

漬替 粕酒
子沸 二Z 耳目
O 騰 ト フ『

J¥  四 @ サ 死
、砥 --.A 

セ 減-ー畠

最後盤= iL グ ス
ヲ 後 Jレ

一一 O 加l 冷 カ

味 ー
J¥  シ フ

淋四 ノ フ司 、

ヲ .iL 混茄 巨箇

-

第

二

章

調

理

法

第

巨日

日
本
料
理

-2品
ノ、



第
一一
コ早金主. 

調
玉虫
法

第
一一
節

日
本
事ヰ
理

一回一直

七

~ 

漬材 八 漬
ヲ 騰

ケ 切干大宮す7ス 上 ケ国 サ 方料 ル麹= 方
ク セ

シァ キ良三 ヲ
四 カ 切切ノ 振蕪

フ 千千甘ご ア

五酢大大酢漬Zス 叉約
目、根棋 益ー

後醤ヲ、( ア 糎
使油水二は i山ι1L• ノ

用 ヲ 洗七 り ペ厚
ス入 シ五は 、サ

Jレ レァk 瓦 り 之 一
直気 、漬 ヲ 輪
ク' ヲ 砂) 繰切
鍋搾糖 返 リ

ヲ ツ 五 シ ト
下テ -ノi、占 、

シ
シ遁瓦 最後 別、
ア 宜

、

冷 一 7K 一一 一一
ーマ 切 O 多桶
三/ • ク 一一、 、 O 麹麹
前 別六 ヲ ト

ノ ェ ヱ 乙、 振盤
大鍋 ツ ヲ
根 砂= 醤油

フ4 i昆
=; -主主A ゼA 

瓶糖 O ヲ ア

一一 ト ' シ振
入水一 フ唱

レ ヲ 斗L 漬込
冷入

、
込 ‘、、、、、

メ レ酢 ‘、、、、、 之
グ フー O -圃・... 一
汁火 • 週蕪
ヲ 一一 C 位nJ1 並ヲ
入 カ ノ-L、A 

レ ケ立 デ ベ
フ4

、
使共

葦~ 用 ノ

¥ 

、
'. 

" 



第
二
章

調
理
法

第
三
節

西
洋
料
理

一
二
八

依粒楓等好胡入弱火分味迄充煮布漉量之実フフτ清汁出Jフチ巾Eツノヲ手ガレストr レー〆H ーO ー

澄来上来抱良耳車等部玉葱/J良頃屑臨フフ=Lノjツク入ツク少グセヲ←ノノンヲロJレ「一元、J ー1 ーn 
積鍋入深狭」面/至立位イ肉O 時瓦1剖7入混浮イノO τゼナ々ノガヲレヲプレk 「L 、5 

美味得L来何イナーyF肉用寸位大方プガ出フ司四切サ之スヲ=キヲヒレノノト羽ーlレ寸2 壬/ ー

調理法牛部L用屑右肉肉毘腔y肉部安-及債最フフア1内zスフノフ弓良アノツ-l11 r M 向。./云〆、『

<. 

牛部材料及腔墓肉玉葱盤肉肉、L胡栂人Eセ一ロJ -元寸ク

/奴目Jズヂクグクイプ

葵牛肉汁プLスピフーー寸

味飴濃厚フフナナイア、アナイナカガ，アフy apーー、、、「

ウヨウY 

此進効様食慾サJ的味J=出L無甘yア『τグセガセノアJイフナ目カノヲセスノクアlレマr r レlーO / ノ、ー Lラ食事始吸菅柴得物先J輿ノフ活動慾増進J正カナ力ノ-プヲフスヅ胃ヲクヲヲメー色弐主レ1 屯ー主、

グタクタヨb ヨ

種L濃類主濁ノ-ノアJガスプ-主レ1 、ス4円マコシイゴ9 

類汁第美スブ

節料理第西洋



r-、

/ー¥ 再 シ ヲ
一寸 注 ス 取 フ『

鈴馬
イ

極制 盈玉; 
附

ビ
ス

yレ フ ア
'--" ー寸 ヨ

コJW量二、
実?ゴ 訟話 ス ク セ yレ

f署 ノ し一 末
一寸 ス ス

ア。'--1 、 O ノ、
し一

ノ 目メ「 ~ ス
ト

フ。 Jレ ヲ 巨箇 之
-・.... ・

様 形3ノ、切 ツ キ
L ~ 煮

、
ヲ

ク 或 l ッ 告d
フ。

ガ
ー号、

出 胡 供
し一

ノ、 フ『
/ 

ノ、 しー フー ト ノ
清E透E ?濁

ア ス 淑 卓
サ 極 一寸 ィ少 ~ 資 7ツ Jレ ト フー ス

イ ク グ エ主ヨ且ー シ ノ よグ
O キ 原L Jレ

築制 ピ ヲ
種類

町j1 ト 煮 人 味 一
ノ イ オ 用 口 ナ キ 沸 蓉 シ ノ、

日 織セカ ヒ カ ，ノ、 中
、 /t 再一寸

戎 切ギンヲ 」 Jレ フ ス 漉 一 玉 壬J=邑ヨ‘ ピ
ノ、 戸寸 O 

1寺 シ 生 葱 ノ 火一 ーマ
繊 切 ク フ. グ ジ

、
資 一一

カ
一寸

切 ツ グ 切 L- 後 グ
一寸 ヲ カ

グ
ロ

ガ ~ß 泡
セ

入 ケ一一
切

‘一.匝嗣. 、
出

ロ 上司云 ノ ヲ レ
、，

ツ ノ L ン 開聞幽・・d・
来Jレ 厚舟長

d目bdE「
L 

][ 

グ ヲ 一寸 • 人 ク ろ1企r 一一 一
司云 -・・4‘ ヴ ピ 』問ミよ[j‘ 及 取 ヲ iIヱlUメ 浮
ノ

茄寸
ア 五 志見え向 フ 入

、 ツ イ
、

ス
、

ヲ ナ レ ア グ

又 フー ‘、司、、、 し一 -L..... 入 イ yレ 供 Y出/ー¥ ノ、

ノ、 フ『 セ 青切 レ ト ノ 卓 ヲ

麹パ用 リ -ー仁且一I一l‘a ヲ フー --， ノ、 ス 日
安包ン ヒ L ¥ーノ 入 d自ミI己'九 ス 呑 yレ 本
ノ Jレ 弓云 ノ、 レ ク ヲ

O 紙
堅 亦 - Jレ t建 フ。 イ寸 笠‘ 叉
イ 用 人 O 持 L ケ ノ ノ、

皮 ヒ 伊目三fIj4 
一寸 シ ノ、 yレ 種 新

ヲ ブ ート
ノ、。

フー 濁 ト 類 間

去 レ {回
セ

火 同 及 紙
ツ Jレ ツ L 一一 且 時 作 ノ

フー O ツ 及 カ 不ュ 4菜
表 人 用 ケ らド 一寸 方 ナ

ス
ノ 茎ミ ヒ セ 沸 ト ノ、 モ

日 ノ、 yレ yレ 1爺 ナ 次 ノフ。
形 極 O リ サ yレ フー

L 一
一

L セ O ノ 説 吸一寸

切 、す セ
、

持 味 町1 ヒノ、

園 田

第
二
章

調
理
法

第
三
節

西
洋
料
理

一
二
九



申

第
二
章

調
理
法

第
三
節

戸ロ↓
b
u
s

立・闘志

司
V
ト

・

4
t
山
茄
l
T
F，

一一一一
O

.圃・圃f -.田園置

-幽・・ '園田園

材
、

調材
、

一寸
メ a烏 シ E ノ一理

ー寸

末寺 ト ノレ ノ テ肉葉寸法料 z卓紙 ツ
マ'
ト

ー寸 供卓 ハ二浸 シスノ グ

ス 煮沸 枚シ Jv 上 弓云

牛 • ス 程上鶏鶏骨 ト=ス
ノ

内 フ。 ルノ 入皮ノ ?キ載 ヲ
/ヘ L 

詮中 テレ 等爪、 骨、 鶏、 吋乙 入ー テセ 用
屑 プ
内 し一

ノ、 ヒ
、 /由、、

臭気 =第 部脚内(レ油 yレ

筋赤 取ーヲ 鶏葵肉 、ヲ ト

内茄 ガ 出 ノ 除 及 人 共切 キ

腔子 ア シ例去少量三 ノツ ノ、

部濁 Jレ フ4 一 シ萱 tr 他 フー l 

、J、 完ラf尽治t カ 小伏 コア ノ 玉 ¥ー/ ノ、 -・・・・4・ フ

フ サ 、y 鍋 E 葱 lIIl人 フ

人 ¥喧.-/ 必 イ フー 内
、

前 イ一 一
主4訟主・‘ ス 饗調 入 ヲ キ立 盛十 ノ、o 

、
胡 ノ 理 レ 用 胡 yレ イ同

玉
ン

淑 目 ヲ
、

ヒ 淑 十位 L 

葱 ノ ス ;づく yレ
、

分 ヲ一一 .一開岡崎.

C 

-与ー具J台、Z、、Z 切 Jレ ヲ O ー寸

イ前立 用ユト
一寸

入骨
セ

J¥  

.マ -. 、
及

Jレ
Jレ ?ヅレ ‘;;;::圃.

ト セ
fi~J 人 内 入 O ド、

Jレ し一、
参ハ レ此 L 

ノミ リ
一寸

セ
l、 -・‘ ー寸 ノ ヲ-剛圃・4・

グ L 、 ----- Jレ
Jレ 玉寸 沸度 揚グ 沸-. 葱イ立 騰、

Jレ L 騰 グ サ
匝筒 r 一 し一

ヲ 粒切
、

サ 司云 ーピー、
胡 し一

胡 ーF日1筒正1. セ ノ フー

淑; ノ 口 淑
、 フ喧 ノ、 狐

実 -WJ 酔P 後 一寸 色
ト ヰノ<";f，子

-1 ノ、 供 ス 一一
セ円マ ヲ ト ノレ 初I 卓 ナ

ト 入 シ り 騰 ス フ。 yレ

ソ レ グ し一、 :ン Jレ L 1;、兵6

フ『 弓ラ フー Jlll 
ス 臭 ノ Z居 一 ク2

、
沫メーすも ア 成」幻L.

、
Jレ

麺 ヲ t-~f i多Rえ7 新
安包 止 L 一 tIt f}fl 

認

》



k 

ι 

調
理
法

ノ
例
一
一
基
イ
テ

ヲ
煮
出
ス
ト
キ
一
一
生
「
ト
マ
ト
」

寸
ス

l
プ
L

ヲ
入
レ
、
煮
沸
シ
テ
別
一
一
汁
鍋

第

ス

タ

l
」
少
量
ヲ
入
レ
之
一
一
玉
葱
ヲ
薄
ク
切
ツ
グ
モ
ノ
ヲ
入
レ
、
向
姿
粉
少
量
ヲ
加
へ
色
ノ
著
カ
ナ
イ
様

L

h

リ
u
)

、

ニ
」
日
制
打

1
1

ア
加
ヘ
前
一
一
煮
出
シ
テ
置
イ
グ

「
ス
1
プ
し

ヲ
徐
々
一
一
加
ヘ
テ
延
パ

ソ

レ

「
ト
マ
ト
・
ソ

1
ス」

ウ
ラ
コ
シ

シ
充
分
一
一
混
令
シ
一
ア
布
又
ハ
裏
漉
デ
無
理
耶
理
一
一
漉
シ
テ
滑
一
フ
カ
一
一
シ
一
ア
之
ヲ
再
ぜ
火
一
一
カ
ケ
、
盤
、
胡
淑
デ

風
味
シ
、
貴
ト
シ
テ
麺
殉
ノ
拐
ダ
グ
モ
ノ
ヲ
入
レ
テ
供
卓
ス
ル

図
、
「
マ
シ
ハ
ツ
タ
シ
・
ク
ラ

i
ム
・
チ
ヤ
ウ
ダ

i
L
(
蛤
葵
汁
)

ハ
マ
グ
ワ
ム
キ
ミ

蛤
剥
身
、
「
ク
ラ
ッ
カ
ー
L

、
「
ベ
ー
コ
ン
L

、

料

材

玉
葱
、
「
ト
マ
ト
し
、
馬
鈴
幕
、
ゴ
ハ
タ
l
L、
「
パ
セ
リ
」
、

「
ク
リ
ー
ム
L

、
盤
、
胡
淑
、
「
ナ
ツ
メ
ク
」

調
理
法

剥
身
ハ
水
洗
シ
テ
置
ク
。
「
ベ
ー
コ
ン
し
玉
葱
ハ
細
カ
ク
切
ル
。
「
ト
マ
ト
し
ハ
皮
ヲ
剥
ギ
種
子
ヲ
取
リ

細
カ
ク
切
ル
。
馬
鈴
薯
ハ
皮
ヲ
剥
ギ
薄
ク
細
カ
ク
切
ル

「
パ
グ
1
」

鍋

ヲ
溶
カ
シ
北
ハ
ノ
中
ニ
玉
葱
ヲ
入
レ
色
ノ
附
カ
ヌ
様
一
一
煉
メ
熱
湯
二
立
ヲ
加
ヘ
テ
煮
立
一
ア
、
北
ハ

「
ベ
ー
コ
ン
L

、
剥
身
、
馬
鈴
薯
ヲ
加
ヘ
充
分
軟
カ
ク
煮
、
盤
、
胡
械
、

ノ

中

つ
ナ
ツ
メ
ク
」
デ
味
ァ
調
へ
、

「
ト
マ
ト
」
ヲ
加
ヘ
テ
煮
立
テ
、

供
ス
ル
時
一
一
潰
シ
テ
ア
ル
「
ク
ラ
ッ
カ
ー
」
ト
つ
ク
リ
ー
ム
」
ヲ
加
ヘ
テ
混
ず
刻
ミ

「
パ
セ
リ
」

ヲ
振
ツ
テ
供
卓
ス
ル

第
二
章

nり
自
』
H
凶
当

ヨ
ω
羽
止
一
い
剥

μ

写
二
二
日

A
W
月
一
一
一

λ
[

西
洋
料
理

同

υ伊
知

守
古
品
川

w
h
l
m
w
v
v
f
f町
E
H
N
"肌
E
M恥

vf計
略
目
幼
仙

umya仇
v
e
J
S刈
r
A
H
L

、

摘圃... ・E園事副E拡調E・Ew -'  倒圃・酬圃竃掴暗-摘明咽剤・・嗣帽噂極 4姉・・匝事副陶・ー・幽膿圃-・・回属岡町陣伺脳欄聞・a醐噂網開層明... 副圃・a



r川
帆
剛
附
附
蜘
附
附
附
脚
内
川

. .1 

‘J 

第
二
議

調
理
法

.圃・・・.. 

一一・・ーー‘
一一

第

三

節

西

洋

料

迎

茸
、
「
フ
イ
ヴ
シ
ユ
・
ス

1
7
」
(
魚
肉
交
汁
〉
v

j

J

生
魚
(
白
身
)
、
「
セ
ル
リ
」
、
「
メ
セ
リ
L

、

官
'
伊
E

・
、、-
ipA

、
ー、
v
/

材

「
生
レ
モ
ン
L

、
「
パ
タ
1
」
、
玉
葱
、

委
粉
、

生
牛
乳

盤
、
胡
淑

調
理
法

魚
ノ
頭
、
骨
、
皮
等
ヲ
充
分
一
一
洗
ヒ
汁
鍋
一
一
入
レ
、
向
「
セ
ル
リ
L

、
つ
パ
セ
リ
」
各
二
本
「
レ
モ
ン
」
ノ

賛
、
ヲ
薄
切
り
ト
シ
グ
モ
ノ
二
枚
ト
ヲ
入
レ
テ
水
ヲ
加
ヘ
、
第
一
ノ
例
一
一
依
リ
魚
ノ
葵
汁
ヲ
作
り
、
別
一
一
汁
鍋

で
ハ
タ

1
」
少
量
ヲ
入
レ
、
之
一
一
玉
葱
ヲ
薄
切
り
一
一
シ
グ
モ
ノ
ヲ
入
レ
、
委
粉
少
量
ヲ
加
ヘ
色
ノ
著
カ
ナ
イ
様

煎
リ
、
前
ノ
葵
汁
ヲ
徐
々
一
一
加
ヘ
延
シ
テ
之
ヲ
布
デ
漉
シ
タ
モ
ノ
一
一
二
十
五
人
前
一
一

0
・
二
立
ノ
剖
デ
生
牛
乳

ヲ
加
ヘ
テ
沸
騰
サ
セ
、
盤
、
胡
根
デ
風
味
シ
テ
寅
ヲ
入
レ
テ
供
卓
ス
ル

穴
、
「
ヴ
エ
ジ
テ
ー
ブ
ル
・
ポ
タ
ー
ジ
ュ
L

(

野
菜
濁
葵
汁
)

J， 
J 

4
 

1
1
i
l

、14
1

、ー

材

料

人
琴
、
馬
鈴
薯
、
玉
葱
、
茄
到
、
「
セ
ル
リ
」
、
牛
乱
、
盤
、
胡
椴

玉
葱
、
馬
鈴
薯
、
人
家
ハ
各
々
皮
ヲ
剥
ギ
通
交
一
一
切
り
、
茄
荊
、
「
セ
ル
リ
」
モ
同
ジ
ク
遁
世
一
一
一
切
り

調
理
法

全
部
水
洗
ヒ
シ
水
ヲ
切
ツ
テ
置
ク
。
別
一
一
汁
鍋
}
一
「
パ
グ
」
ヲ
溶
カ
シ
其
ノ
中
一
一
全
部
ノ
野
菜
ヲ
入
レ
テ
色
ノ
附

カ
ヌ
様
一
一
操
り
、
湯
ヲ
入
レ
テ
弱
火
デ
軟
ク
ナ
ル
迄
煮
、
煮
エ
グ
ナ
ラ
パ
、
裏
漉
一
一
掛
ケ
テ
鏑
ノ
中
一
一
湯
ヲ
入

レ
一
ア
薄
メ
、
再
ピ
火
一
一
カ
ケ
テ
煮
立
テ
、
牛
乳
ヲ
加
へ
盤
、
胡
淑
ヲ
入
レ
味
ノ
素
少
量
ヲ
加
へ
調
味
シ
テ
供
卓



第

二

章

調

迎

法

務

三

節

西

洋

料

理

一第
調材、一

「注デイ立次日現 「ーコ湯注ス
1:: .;;目Z立合 ノ== 法料ビl 焼ヤ 意
フ)リ告rJ' J 切 フ キ ノ 入 〕

臨ニフリ 出レ
ス 、表ラ、I 牛牛 lス物7来ズ

ア 胡而イ筋 肉肉ア ナ牛
1 槻狐パガノ 、 l 類ヰイ I均
土 デ色ンア上馬空 i時 デ
ヲ 風 ヲ L Jレ等鈴( ニ「

;焼 味皮=トノ薯牛 ハ ス

ク シト「キ官I~ 内 野 1
13 グシヘハ郎玉燥 菜プ
ニ モテツ庖チ葱焼 ヲ」
飴 ノ焼ト 丁「、) 極ヲ
リ ヲク L デロ盤 ク 作
多 添 O 少筋 l 、 少ツ
ク ヘ附宣ヲス胡1 サテ

「 ル合ヲ切」淑 ク入
セ入リ或 切ル

ツ トレ去ハ リレ
ト シ沸リ「 、パ

」 テ騰ーヒ 溶味
ヲ 「サ商レ ケノ
用 ボセニ L ル素
ヒ イ前盟内 様ハ
ル ル ノ 、ヲ ュ 入
ト ド肉胡ー 煮レ

ヲ淑人 テナ

泊 三入ヲ前 提ク
揚 レ 13 一 鉢テ
ノ 1 強シー デモ

様 ご火之 O ス差
ナ 戎ニヲ瓦 リ支
気 カ重乃 漬ナ
味 玉ハケネ至 シイ
ト 、 ES.ーテ O

ナ 葱 表味二 作叉
ツ ヲ六ヲ O ノレ裏

テ ミ分 zp 瓦 漉
表 ッ裏均 位 ヲ
裏 二ニノ ス

商 よ分シ槙 ル

A 



作、、ー

第
二
章

調
理
法

西
洋
料
理

一
三
四

第
三
節

ー‘¥
‘ 

/由、 ノ、 一寸 ノ yレ yレ フ 焼居 ト
附 ピ

来間 上ツ 馬鈴
し一 究ご時1ミ2 一一 イ立 ヌ キ Jレ 弓2ケ

¥ーノ ー寸

ヒ 酒等 ノ、 ガ O 乍
一寸 硬

Jレ グ 薯
ー寸 v フ

及 ヲ 玉 趨
一寸

ブ
ジ

ク
Q ボ L ス

?昆 葱皮
ピ

幾
ニL

不ト ノ
イ フー

ー寸

之 キ 大 内 オ -1! ヲ フー 同 味
キ

ノレ
ノ

、 -ーー...... ア
フ ス

トヲ ノ、
ド

----"'・.
弓壬 し一

一 7K イ 様
キ 一寸 ツ

ス 表(ナ一 L フ yレ』一 • ロ フー 主官 焼、
ヲ 司2ケ ナ L 書リ O yレ

ボ 一 討 す1・
四 切 ノ 上 用 泊 一} 焼 ヲ'-'"

O 

フー ス キ
イ同 リ ノ、 等 フ ヲ

/¥  o 
シ キ し一 返 ガ 叉

付 其
.刷~‘

肉 Jレ 少 フー ;品
一寸

シ 出 焼
-ー-・ ト ン ロ

ケ ノ ツ L 
ノ、 肉 ー主と旦ヨ‘

L ギ フー ア ク

フー 鏑 書d 敵 ガ カ ノ 口 グ ，ノ、 5aた千そPミ ト

供卓
イ 硬 ケ 様切 弓::..

ス
ナ 多...f:i量ミ空E キ一一 ト

移小 フー イ
、

ナ ノ フ 物一一 一一• 
ス シ サ ノ、 ト 共 司云 シ ノ、

ピ
ナ ヲ 焼

撞 イ ナ キ ノ ノ
、

硬 イ iJ~ ケJレ 、
司云 フ 上 人 ク Q ジ グノ、 一

胡 ノ 22 薄琴 不
フ

表 又 カヌ 一 L 

淑 ノ、 瓶 』目主tIj‘ ク ヲ 味 ノ 両 不 否

ヲ -ー・‘ 又 ノ 要文 薄 つf 様 ガ 味 カ
-ーー-'・

シ ツ ノ、 i昆 イ ク ア ナ
--L占

ヲノ、

フー 書d 棒 A 口 フ『 短 Jレ 弓3と ノノ司J、 ナ E余
数 ト ノ

茶野 其ノ
‘時

O ノ 焼 ノレ ス

同 震 様 一一 右 ノ、 ケ Jレ

振 三〆 ナ ヲ 上 切 ノ a跨 グ 合

ツ 皮 司云 薄 一一 リ • 上 時
ヒ

一一
フ唱 ヲ ノ ク 味 之 ツ 返 第

轄同 剥ギ
フー カ ヲ 一一 グ シ ヲ

敵 ケ 手f ー寸 フ
裏 内ニE

Jヒ ス
ス 商 イ -ーー同d・ ケ ノ ヲ 一

ヲ フー 時 グ
ア

ブ 焼 刺レ ジノミ 耳叉 弓云

位問漬
牛 L キ

切 ク ス

重J薯馬う 茄テツ
ヨ 内

一寸 ツ :::I ト
グ し一

イ ヲ ヲ フ4

、

ガ ケ i践
イ

一桃 ヲ 肉
フー

-. 
グ セ

ム
)青色 J心 中一一 し一一つ

白
ロ

偉後 美味 汁ノ
ぶTす日Jレ 一寸 レ 一

イ
。 V J 不. メ向、

粉茄
ス

ク ガ
事

し一
コ二 一 ノ、 ン

ガ ブー 叉
。

ス ナ
つr回，、

し一

-四甲



， I 

・・・・・・図圃書 -・圃圃

園田園圃 固圃圃圃

材 、 〔 調材、
-， 1"""'¥挽挽注ヌツ理 ハ

附
料 ヨ ヲリ馬)肉肉名押グ法料シ

振、鈴 (、くうシモ パ
シリ「薯フ七生 テノ ク

牛 f-3ノラ 51 千 ヲ 麺 挽 さ
内ビ人 ト皮 イ瓦ノ、 ニ挽劾肉ア

前 L ヲ ポ)ン シ肉ヲ、 i
麹 i 四又去テ 、」 テノ水生キ
抱里、ハリ 1 生外 「中一麺

(五-，、トパ混 ヘー浸殉
寸牛伺フ二 ン令 ツ加シ、

ノ¥ 繊酪肉 ヲ 1 日 ハノ トヘテ鶏
セ 供ド月 一割 」テ水卵
」リ 阜占 b ア 、 八 Aロ 4ア・ 2ヨらさ ん烈 、

ス狐叉 o ~ 雨部ヲ盤
-， '-...-/ル色ハ 瓦十 商ヲ充、
2!l ニ拍 可会 ヲヨ分胡

ト ナ子』 鋲円三〉 狐ク搾槻
」 ル木 9/ヘ11 色混ツ、

迄 型ー ーゼグ 1
I -t旦 二二 占企 A、 ノ、

'}勿 1同 E沼口ニε
サ: グ切 し キセノご
プ u ルリ 、 上、ト、
グ O 、 王 グ臨鶏乾
L. 揚形 葱 「、卵葡
「 ツノハ フ胡、萄
サ グク大 フ淑玉
ラ モヅ ー イデ葱「
グ イ回 ・ 味 、 J¥  

油 ノノ v C ポ ツ
ハヌ 、 ヲ「

H 新様 ハ テ調ハご
「 問ー ム 1 ヘ Lムe 、

紙一寸 〈 止問 、馬
ネ ノボ 少 e ヲ子乾鈴

7 上ィ と 附三葡薯
ェ yレ 、令 γ.T1.. 萄
載」乾 トり等
セシ葡 スヲ
、テ 荷 ル瓦イ此竣

薄 水 ( e塵
クヲ A/P 一一

盤切三 丸切

第
二
章

凶
円
日
h
.

一二、ー

苛
W
羽
叱
一
川
{
一

第
三
節

西
洋
料
四

一
三
五



J
川
附
醐
蜘
附
蜘
附
蜘
剛
問
リ
-
l
q
i

第
二
章

調
理
法

第
三
節

西
洋
料
理

一一一一六

調
理
法

「ロ

1
ス
L

又
ハ
「
ヒ
レ
L

肉
ア
一
人
前
一

一
O
瓦
乃
至
一
三

O
瓦
位
一
一
般
目
二
一
切
り
、
盟
、
胡
淑
ヲ
得

シ
重
ネ
テ
置
キ
、
前
日
ノ
古
麺
劾
ヲ
手
デ
採
ミ
麺
効
粉
ヲ
作
り
、
之
一
一
「
パ
セ
リ
」
ヲ
極
ク
細
末
一
一
切
り
麺
劾
粉

二
混
和
シ
、
前
ノ
肉
ノ
雨
面
一
二
仔
ヶ
、
焼
ク
時
離
レ
ナ
イ
様
一
一
五
十
J

J

ア
押
付
ケ
つ
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
」
ト
同
一
方

法
デ
焼
ク
。
附
合
ト
シ
一
ア
「
ボ
イ
ル
ド
・
ポ
テ

l
ト
」
或
ハ

「
サ
ラ
グ
」
ア
添
ヘ
ル

(
附
〉

「
サ
ラ
グ
L

「
サ
ラ
グ
」
ノ
硬
イ
薬
及
室
ヲ
取
リ
水
デ
能
ク
洗
ヒ
清
水
一
一
一
段
シ
テ
置
ク
。
別
一
一
瀬
戸
物
或
ハ
瀬
戸
引
器
一
一
腹

今
月
一
旦
ト
「
サ
ラ
グ
」
泊
ト
「
ペ
ネ
ガ

1
」
ト
ヲ
等
分
一
一
入
レ
テ
充
分
混
和
シ
、
前
ノ
「
サ
ラ
グ
L

ヲ
水
カ
ラ

拐
グ
乾
イ
グ
布
デ
軽
ク
包
ン
デ
数
同
振
ツ
テ
水
ヲ
切
り
、
前
一
一
混
和
シ
グ
酢
、
泊
ノ
中
一
一
入
レ
撹
枠
シ
一
人

前
七
、
八
枚
乃
至
十
枚
枕
ヲ
添
ヘ
ル

注

意
)

凡
テ
酢
ノ
料
理
ヲ
ス
ル
ト
キ
ハ
瀬
戸
物
或
ハ
瀬
戸
引
器
ノ
外
直
接
金
物
類
二
接
ス
ル
器
ヲ
使
別
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ナ

イ
。
叉
答
モ
同
様
デ
ア
ル
。
酢
ノ
物
ヲ
直
接
金
属
一
一
鰯
レ
サ
セ
ル
ト
、

化
的
学
作
用
一
一
依
ツ
テ
中
毒
ヲ
起
ス
コ
ト

ガ
ア
ル
。
叉
夫
レ
迄
一
一
ナ
ラ
ナ
イ
デ
モ
味
ヲ
鑓
ズ
ル

回
、
「
ポ
ー
ク
・
チ
ヤ
ヴ
プ
」
(
豚
北
日
肉
牛
酪
燦
)



、!

官

'va-
、、，
'pa
、ーー、v

/

豚
肉
、
機
、
拐
淑

豚
ノ
背
寸
ロ

l

ス
壬
一
肋
骨
ヲ
約
一
寸
五
分
位
附
ヶ
一
人
前
一
五

O
瓦
乃
至
一
七

O
瓦
校
一
一
切
り
臨
、

調材
理
法

胡
淑
デ
風
味
シ
後
「
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
」
ト
同
様
一
一
焼
キ
、
附
合
セ
モ
同
様
ノ
モ
ノ
ヲ
添
ヘ
ル

豚
肉
ノ
骨
ヲ
去
リ
前
法
一
一
依
ツ
テ
調
理
シ
グ
モ
ノ
ヲ

コホ
l
ク
ス
テ
ー
キ
」
ト
一
五
フ

玉
、
「
チ
キ
シ
@
チ
ヤ
ツ
プ
し
(
鶏
肉
牛
酪
燦
)

材

料

鶏
肉
、
盤
、
胡
淑

調
理
法

最
初
鶏
ヲ
五
枚
一
一
卸
シ
テ
肉
ヲ
切
リ
開
キ
骨
ヲ
少
シ
附
ケ
平
一
一
シ
テ
盤
、
胡
淑
ヲ
振
リ
調
理
ス
ル
の

つロ

l

ス
・
ポ
テ

1
ト
」
悠
寸
ヲ
用
ヒ
ル

附
令
ト
シ
テ
「
サ
ラ
ダ
L

戎
ハ

(
附
)

つロ

1
ス
・
ポ
テ

l
ト」

馬
鈴
薯
ヲ
大
キ
ナ
モ
ノ
ハ
四
ツ
剖
叉
ハ
二
ツ
剖
一
一
シ
テ
面
ヲ
取
ツ
テ
盟
、
胡
淑
ヲ
シ
テ
ゴ
ハ
グ
し
ヲ
戟
セ
蒸

焼
ニ
ス
ル

六
、
「
ポ
ワ
ソ
シ
・
ア
ラ
・
ム
ニ
ヱ

i
ル
L

(

魚
肉
牛
酪
焼
)

材

叫
平
-

d
-
q
 

魚
肉
、
盤
、
胡
淑
、
で
ハ
グ

1
」
、
「
ア
ン
チ
ヨ
ピ
ソ
ー
ス
ヘ

ボダ粉、

り
し
、
「
ケ
ツ
パ
し

第
二
章

一
三
七

調
理
法

第
三
節

西
洋
料
理



11 

第
二
意

調
理
法

第
三
節

西
洋
料
理

一
二
一
八

• 

七
調材、 ( 調
理ト 小西此 注リ品ケ「塵ハ理
法ソ 料鯛洋ノ 意 」 入 南 2-能法

蟹吾牛..r 料料〕及レ面イ切ク
ス 理理 Zテ良ごツ掃

小 」小 中ハ ッ焼ィしテ除大
鯛 内酪ーー ミキ色」置ヲキ
ノ 焼君子般 乙上ニ クシナ

鱗臨筒ュ グナ二テ魚
ア 、 阜大 入ヲ シノミ 盤ハ
取胡デ魚 熱、グ
り 椴 魚 ョ ピ ィ 表 l 胡人
丁 、 ノリ 皿面」 淑前
寧 雫 木小 戻ユユヲ デー

質魚 煮 盛 ナ 溶 風五
背牛 ヲニ iムL ルルシ 味 O
カ 乳失行 テ O 方少 シ瓦
ラ ハハ 「ユシ、乃
中 ミ ナレ Z フ I - -. 焼至
骨 ノ イル 品ラアパ ク ー
ト グ 良 ノイング 少七
内 l イム-ハ 。 チ l シ O
臓 11 料 二ンョ」前瓦
ヲ 委理 掛 」ピノニニ;

取粉デ ケニソ色牛切
り 、ア アア l ガ乳リ
去 「 ル 熱ノレス狐 二、
りチ 供ク焼 L 色浸小

えh トニ スサ
ァk ズ ス ニ「ナ O イ
j先 L、 yレ「レツ 別モ

ヒ 「 パモグ ニノ
シバ グン時「ハ
アセ L 、ヶ

盤 リ L 汁魚 ツ人
ヲ L、 ヲヲ肉 ごー
振 鈴馬 カ日振ニ 尾
ツ ヘリ姿つ附
テ 刻掛粉ハケ
置費 ミケヲ 7位
ク つ 「恭被 」ノ

ト バ焼シハモ
マ セ 室附 微ノ
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八
調材、

木料煎理 証 偏へ背グ 1 別
ノヲリ法料ムカ日ス)テカモスー
葉混、 へ 「ラノペ蟹

v 形 ゼゾ レテ z「ト詰ヲシヲ
ーテレ玉鶏 ヴト 趨ヲ?マメ加ヤ茄
焼臨-葱卵 宜鍋スト込ヘメデ
ク、挽ヲ、(ノニ ソム、 l テ
O 胡肉細牛洋濃入 31 o 混ル甲
此淑ヲ末肉風サレヤス詰ゼ L 羅
ノデカ日一 、卵ュテ 」メテヲヲ
料風へ切玉健作静 fヲグ天加取
理味テリ葱〉 ルシ yレ掛小「ヘリ
ハシ 煎「、 、 L ケ鯛ノミテ 、
車 、ツフ盤 委 ノ テ ヲ ン 混 串
一之テラ 粉 製 供 委 」 ゼ デ
卵ヲ置ィ胡 ヲ法卓粉ニ令身
ノ「 クバ淑 入 ス ュ 取 セ ヲ
ミフ O ン、 レ ルマツ、 51
ヲラ別 L I 色 プテ堕キ
用 イ器二ヘツ ノ シ冷、出
ヒメニ←l ト 附 「シ胡三/
テ ン ー へ L カ パ色、 4不4獄将、

作 L 人ツ ヌ グソデ鍋
Jレー前ト 様 1 レ味 ー
揚 -1 鶏 L ~ L ニヲ入
合ヘ卯ヲ 少 デ「調レ
、ッ二少 シ 狐バヘテ

之'トイ同志/ 煤 色セ、火
ニユ L ノ入 リ ニリヨニ
玉少剖レ 、 燥しク掛
葱量 デ テ 牛 キノ煮ケ
ノヲ割沸 乳 、微詰 7K
ミ沸り聡 ノ 「塵メ分
ヲ騰能シ 煮 ?切テヲ
入サクグ 立 ルリ「取
レセ撹ト ツ ヲ チ リ
ノレグ持キ テ ぎ カii l J 
揚中 シ 之 居 アヘズ宍
合ーテヲ ル l テ」ノ
、 入前入 モ と小ノ中
肉レノレ ノ ヲ鯛卸弓
ノテ材テ ヲ 添ノシソ
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ノ
ミ
ヲ
入
レ
ル
揚
合
等
何
レ
モ

「
オ
ム
レ
ツ

ヲ
入
レ
ル
揚
令
、

「
ハ
ム
」

ミ
ヲ
入
レ
ル
場
合
、

玉
葱
「
ハ
ム
L

ト
しー

ト
一
五
フ

丸
、
「
ハ
ム
エ
ツ
グ
ス
L

(

俗
一
一
目
玉
)

鶏
卵
、
「
ハ
ム
」
、
「
ヘ
ッ
ト
ト
ー

材

I
P』

・単品叶

少
Jヨ.
主主

ノ

「
ヘ
ッ
ト
」

ヲ
入
レ

「
ハ
ム
L

ヲ
敷
キ
、

立
ハ
ノ
上

調
理
法

「
ハ
ム
」
ヲ
薄
ク
切
り
「
フ
ラ
イ
パ
ン
L

一
一
鶏
卵
ノ
黄
身
ヲ
破
一
フ
ナ
イ
様
一
一
注
意
シ
テ
一
人
前
二
個
ヲ
剖
リ
落
シ
、
盤
、
胡
淑
ヲ
シ
一
ア
暫
ク
蓋
ヲ
シ
テ
焼

ク
O 

ソ
ウ
ス
ル
ト
白
身
ハ

「
ハ
ム
」

ノ
上
一
一
掠
ガ
リ
、

黄
身
ハ
月
ガ
出
グ
様
一
一
出
来
上
ル
。
之
ヲ
皿
ュ
移
ス
ト

キ
ノ、

「
エ
ツ
グ
グ
ナ

l
L
ヲ
下
一
一
差
シ
入
レ
テ
静
一
一
黄
身
ノ
破
レ
ナ
イ
校
一
一
注
意
ス
ル

(注

意〕

「
オ
ム
レ
ツ
ト
」
「
ハ
ム
ヱ
ツ
グ
ス
」
共
卵
ハ
字
熟
一
一
焼
ク
ノ
ガ
過
度
デ
ア
ル
。
叉
卵
ヲ
割
ル
ト
キ
ハ
静
一
一
殻
ヲ

少
シ
割
ツ
テ
主
ハ
ノ
割
目
一
一
親
指
ノ
尖
ヲ
一
寸
差
シ
テ
見
一
ア
、

立
ハ
ノ
際
白
身
ノ
色
ガ
青
色
ト
ナ
ツ
テ
居
ル
ト
キ
ハ

腐
敗
一
一
近
イ
。

叉
白
身
ト
同
時
一
一
黄
身
ガ
破
レ
テ
ヰ
ル
モ
ノ
叉
ハ
臭
気
ノ
ア
ル
モ
ノ
ハ
腐
敗
シ
テ
ヰ
ル
モ
ノ
デ

ア
ル
カ
ラ
、
多
数
ヲ
同
一
器
一
一
割
ル
ト
キ
ハ
右
ノ
方
法
ヲ
行
フ
コ
ト
一
一
注
意
シ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ナ
イ

ム

シ

ヤ

キ

ル

キ

蒸

焼

類

第
三



... 

一
、
「
ロ
ー
ス
ド
・
ピ

i
フ
」
(
牛
肉
蒸
焼
〉

料

牛
肉
、
馬
鈴
薯
、

材

「
ヘ
ッ
ト
ヘ
盤
、
胡
淑

J

牛
肉
ヲ
大
切
ノ
俵
外
国
ノ
筋
ヲ
取
リ
盤
、
胡
淑
デ
味
ヲ
付
ケ
蒸
焼
鍋
一
一
入
レ
、

調
理
法

共
ノ
上
一
一
「
ヘ
ッ
ト
L

ヲ
所
々
一
一
哉
セ
蒸
焼
一
一
ス
ル
。
蒸
焼
中
時
々
肉
ヲ
出
シ
テ
肉
カ
ラ
出
ル
「
ジ
ュ
ー
ス
」
〈
焼
汁
)
ヲ
カ
ケ
ル
。
立
ハ

ノ
焼
加
減
ヲ
験
ス
ル
一
一
ハ
指
デ
押
シ
一
ア
弾
力
ガ
ア
レ
パ
焼
ケ
テ
ヰ
ル
ノ
ヂ
ア
ル
。
品
川
不
審
ナ
時
ハ
紬
イ
金
串
ノ

様
ナ
モ
ノ
ヲ
刺
シ
テ
試
シ
血
ガ
出
ル
ノ
ハ
未
熟
デ
ア
ル
。
桃
色
ノ

「
ジ
ュ
ー
ス
」

ノ
出
ル
ノ
ガ
遁
皮
ヂ
ア
ル
ゥ

「
ジ
ュ
ー
ス
」
ノ
出
ナ
イ
様
一
一
ナ
ツ
グ
モ
ノ
ハ
焼
キ
過
ギ
グ
モ
ノ
デ
、
焼
ケ
過
ギ
グ
ノ
ハ
不
味
デ
ア
ル
カ
ラ
最
モ

注
意
ヲ
要
ス
ル
。
出
来
上
ツ
グ
ナ
ラ
パ
小
口
カ
ラ
厚
サ
二
分
伎
一
一
切
り
一
人
前
二
枚
ヲ
附
ケ

「
ロ

1
ス
ド
・
ポ

テ
ー
ト
」

ヲ
添
ヘ
ル

此
ノ
料
理
ハ
暖
カ
一
一
シ
テ
供
卓
ス
ル
場
合
ト
、
冷
グ
イ
料
理
郎
チ
「
コ
ー
ル
ミ

1
ト
」
ト
シ
テ
供
卓
ス
ル
場
合

ト
ア
ル
。
「
コ
ー
ル
ミ

1
ト
」
ト
シ
テ
供
卓
ス
ル
ト
キ
ハ
大
皿
一
一
盛
ツ
テ
「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
サ
ラ
ダ
」

ヲ
並
パ
ノ
周

圏
一
一
飾
り
多
人
数
ノ
接
待
等
一
一
供
卓
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル

「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
サ
ラ
グ
」

ノ、

っ
サ
ラ
ダ
」

ノ
作
り
方
デ
説
明
ス
ル

〔注

意
)

制
迎
法

四

西
洋
料
理

第
二
章

第
三
節
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此
ノ
場
合
ノ

ハ
内
ヲ
「
ロ

l
ス
」
ト
ス
ル
ト
キ
北
ハ
ノ
傍
一
一
入
レ
テ
臨
-
胡
淑
ヲ
シ
テ

ロ

ス

ト

ボ

ア

ト
L 

内
ト
共
一
一
時
々

ヲ
カ
ケ
一
ア
蒸
焼
一
一
ス
ル
。

ソ
ウ
ス
ル
ト
内
ガ
焼
ヶ
上
ル
迄
一
一
出
来
上
ル
ノ
デ
ア

つ
ジ
ュ
ー
ス
」

ル
。
之
ヲ
一
人
前
四
、

五
個
ヲ
添
ヘ
テ
供
卓
ス
ル

ニ
、
「
ロ
ー
ス
ド
・
ポ
ー
ク
L

(

豚
肉
蒸
焼
)

圃白幽

料

「ロ

1
ス
ド
寸
ピ

l
フ
」
ト
悶
ジ

豚
肉
、
共
ノ
他
ハ

材調
理
法

「ロ

l
ス
ド
・
ピ

1
フ
」
ノ
製
法
ト
同
一

一
一
調
理
ス
ル

豚
ノ
背
「
ロ

1
ス
し
或
ハ
豚
肉
ヲ

一
一
一
、
「
ロ

i
ス
ド
・
チ
キ
シ
」
(
芳
鶏
丸
蒸
焼
)

材

料

若
鶏
、
盤
、
胡
淑
、
「
ヘ
ッ
ト
」

調
理
法

エ

ブ

ク

ロ

‘

ナ

イ

ザ

ウ

鶏
ノ
羽
毛
ヲ
去
ツ
グ
岱
首
ノ
下
ノ
皮
ヲ
切
り
、
餌
袋
ヲ
切
り
去
ル
。
弐
一
一
指
ヲ
差
シ
入
レ
テ
内
臓
ヲ

下
方
ニ
押
シ
ヤ
リ
、
紅
門
ノ
周
閤
ノ
皮
ヲ
切
ツ
テ
之
カ
ラ
指
ヲ
入
レ
テ
内
臓
ヲ
引
出
シ
、
蒸
焼
中
一
一
足
ガ
延
ピ

ナ
イ
様
一
一
下
腹
部
一
一
小
サ
イ
穴
ヲ
ア
ケ
テ
足
ノ
端
ヲ
差
ス
。
之
一
一
臨
、
胡
淑
ヲ
シ
テ

つ
ロ
l
ス
ド
・
ピ

1
ブ」

ノ
通
リ
蒸
焼
一
一
ス
ル
。
出
来
上
ツ
グ
ナ
ラ
パ
一
一
初
ヲ
骨
付
ノ
億
五
枚
一
一
卸
シ
テ
形
ヲ
整
ヘ
テ
)
枚
宛
皿
一
一
盛
付

ヶ
テ

「
ロ
ー
ス
ト
・
ポ
テ
l
ト
L

ヲ
添
代
テ
供
卓
ス
ル

ハ
ト
ル
キ

鳩
類
、
つ
う
づ
ら
し
、

(
附
)

維
子
、

「
し
ぎ
L

立
ハ
ノ
他
ノ
小
鳥
類
、
及
七
回
烏
モ
此
ノ
方
法
デ
調
那
一

山之
烏;

ア

匂

ル

家
鴨
、
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ス
ル
。
用
ヒ
ル
烏
一
一
ヨ
ツ
テ
料
理
y

お
稀
ヲ
異
一
一
ス
ル

七
百
烏
ヲ
用
ヒ
ル
場
合
ハ
餌
袋
ヲ
取
り
去
ツ
タ
庭
一
一
一
挽
肉
、
前
日
ノ
古
翻
刻
、
玉
葱
、
「
甲
山
セ
リ
L
、

「
セ
ル

リ
L

等
ノ
混
合
物
ア
詰
メ
、
切
り
は
ヲ
総
デ
縫
ヒ
令
セ
テ
「
ロ
ー
ス
ト
」

ス
ル
。
附
令
セ
ハ
企
ハ
ノ
皆
川
メ
グ
混

しノ

合
物
ト
「
サ
ラ
ダ
」
等
デ
ア
ル
。
此
ノ
料
理
八
多
数
客
ノ
場
合
一
一
用
ヒ
ル

四
、
「
口

i
ス
ド
・
フ
イ
ツ
シ
ユ
L

(

鮮
魚
蒸
焼
)

F 

え斗

人
琴
、

つ
レ

j

i

一、

一

F

/

l

l

・

ー

一

「
パ
グ
l
L
、
通
品
、
口
け
叶
間
内

向
H

十
日
制
抗

生
命
九
玉
葱
、

此
ノ
料
理
ハ
…
肉
ノ
白
イ
魚
ナ
ラ
パ
凡
テ
用
ヒ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
。
赤
身
ノ
魚
ハ
鮫
、
つ
ま
す
」

ネナ

ノ
様
ナ

調
理
法

モ
ノ
パ
カ
リ
用
ヒ
一
ブ
レ
ル

一
尾
ノ
催
調
理
ス
ル
場
合
ト
ア
ル
ガ
、

魚
ヲ
一
人
前
一
五

O
瓦
乃
至
一
七

O
瓦
位
一
一
切
ツ
テ
用
ヒ
ル
場
合
ト
、

調
理
ノ
方
法
ハ
時
ボ
同
一
デ
ア
ル
。
大
キ
ナ
俸
調
理
ス
ル
ノ
ハ
多
人
数
ノ
客
一
一
供
ス
ル
場
合
デ
ア
ツ
一
ア
、
主
一
…

料
理
ヲ
冷
シ
一
ア
種
々
ノ
飾
ヲ
ツ
ケ
テ
供
卒
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
。
普
通
ノ
場
合
ハ
一
人
一
尾
附
ヶ
位
ノ
魚
戎
八
切

身
ヲ
用
ヒ
ル

最
初
魚
ヲ
充
分
一
一
掃
除
シ
テ
醸
、
胡
概
ヲ
銘
文

蒸
焼
鏑
↓
一
小
口
切
一
一
シ
タ
玉
葱
、
細
長
ィ
短
時
一
一
切
ツ
グ
人

参
、
つ
ル
リ

I
L
ノ
葉
等
ヲ
薄
ク
敷
イ
テ
立
ハ
ノ
上
一
一
魚
ヲ
戟
セ
所
々
一
一

「
，
ハ
グ

1
L
ヲ
故
セ
、
北
ハ
ノ
上
一
一
品
川
ノ
野

第
二
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T
1
~
A
4
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v
a
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ua

目
ι
品
村
恥
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一
四
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つ
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主
ト
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目
一
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仲
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菜
類
ヲ
薄
ク
カ
ケ
一
ア
蒸
焼
一
一
ス
ル
。
段
イ
料
理
一
一

ハ
暖
イ
「
ソ
ー
ス
」
郎
チ
「
ホ
ワ
イ
ト
・
ソ
ー
ス
し
「
ア
ン
チ

ヨ
ピ
・
ソ
ー
ス
L

等
ヲ
カ
ク
ル
カ
叉
ハ
北
ハ
ノ
健
「
‘
レ
モ
ン
」

ノ
賓
ノ
八
ツ
剖
一
個
或
ハ
校
ノ
八
ツ
剖
一
側
、

ト
シ
テ
ハ
蜜
柑
ノ
輪
切
等
ヲ
附
ヶ
、
冷
エ
タ
料
理
一
一
ハ

ヲ
カ
ケ
タ
俵
戎
ハ
共
ノ
上

「
マ
ヨ
ネ

1
ス
・
ソ

1
ス」

つ
ぜ
り

l
」

ヲ
カ
ケ
艶
ヲ
出
シ
タ
上
供
卓
ス
ル
。
犬
キ
ナ
億
ノ
料
理
ハ
犬
瓜
一
一
盛
り
廻
り
ニ
「
サ
ラ
ダ
」
戎

ノ、

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
サ
ラ
ダ
」
叉
ハ

「
ピ

1
ツ
」
「
ラ
レ
シ
」
等
デ
適
宜
飾
ヲ
ツ
ケ
グ
ガ
ヨ
イ

つ
マ
ョ
、
不

i
ス
・
ソ
l
ス
し
及
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
サ
ラ
ダ
」

ノ
作
リ
方
ハ

「
サ
一
フ
グ
」
ノ
作
り
方
ヂ
説
明
ス
ル

右
ノ
料
理
ヲ
上
等
一
一
ス
ル
一
一
ハ
‘

生
牛
乱
一
一

ノ
葉
ヲ
四
五
枚
入
レ
ゲ

「
シ
エ
り

l
」
酒
ヲ
入
レ
テ

「
ル
リ

l
L

モ
ノ
一
一
二
三
時
間
浸
シ
テ
調
理
ス
ル
。
其
ノ
牛
乳
及
「
シ
エ

p
l
」
酒
ノ
混
合
物
ハ

一
使
用
ス
ル

「
ソ
ー
ス
」

(
附
)

「ピ

l
ツ
い
ノ
茄
方

「ピ

l
ツ
」
ハ
薬
付
ノ
偉
寅
ツ
テ
居
ル
カ
ラ
、
葉
ヲ
一
寸
位
付
ケ
グ
俵
手
デ
捻
ヂ
切
ル
。
庖
丁
デ
切
ル
ト

-， 
ピ

、y
L 

ノ
中
一
一
合
ン
グ
赤
イ
汁
ガ
出
テ
茄
デ
上
ツ
グ
時
薄
赤
色
ト
ナ
ツ
テ
不
陸
裁
デ
ア
ル
。
次
一
一
之
ヲ
能
ク

洗
ヒ
約
一
時
間
位
株
ノ
柔
ク
ナ
ル
迄
茄
デ
グ
後
、

皮
ヲ
取
ツ
一
ア
務
ク
切
り
、
附
合
ト
シ
テ
ヨ
リ
モ
寧
ロ
飾
ト

不
ワ
方
ガ
趨
蛍
ナ
様
}
一
附
ケ
テ
供
卓
ス
ル

(附〉

「
ホ
ワ
イ
-
ト
・
ヅ
l
ス
」

i可2
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一
丸
メ
、
之
ヲ
前
ノ
茄

一
入
レ
つ
ド
ミ
グ
ラ
ス
・
ソ
ー
ス
L

又
ハ

「
ト
マ
ト
・
ゾ

1
スし

菊
ノ
葉
デ
匂
ミ
蒸
鍋
叉
ハ

「
ロ

1
ス
パ
ン
」

ヲ
カ
ケ
つ
ル
リ

1
」
ノ
葉
二
枚
位
ヲ
入
レ

〈
向
美
味
一
一
ス
ル
ニ
ハ

「
シ
エ
リ

1
」
酒
少
量
ヲ
入
レ
)
充
八
刀
一
一
煮
込

ム
。
供
卓
ス
ル
ト
キ
ハ
一
人
二
何
位
皿
一
一
盛
リ
「
ソ

1
ス」

ヲ
注
グ

一
一
一
、
「
セ
ル
リ
」
ノ
「
ス

i
プ
」
ノ
煮
込

「
セ
ル
リ
」
「
ス

1
プ
し
、
脳
血
、
胡
淑

料

材

汁
鍋
一
一
湯
ヲ
沸
騰
サ
セ
少
量
ノ
盤
ヲ
入
レ
、
葉
付
ノ
佳
充
分
能
ク
洗
ツ
グ
「
セ
ル
リ
」

ヲ
入

ν
一ア茄

調
理
法

デ
、
之
ヲ
冷
水
一
一
浸
シ
グ
後
充
分
一
一
水
ヲ
搾
り
、
別
ノ
汁
鍋
一
一
入
レ
良
イ
つ
ス

l
プ」

ヲ
注
イ
デ
煮
込
ミ
、
脳
血

胡
栂
デ
味
ヲ
付
ケ
一
人
前
二
葉
位
ヲ
凪
一
一
盛
り
汁
ヲ
注
イ
デ
供
卓
ス
ル

此
ノ
料
理
ハ
安
償
デ
調
理
ハ
簡
単
デ
叉
栄
養
分
一
一
宮
ミ
美
味
デ
ア
ル

回
、
「
キ
ュ
ー
ヵ
シ
バ

1
・
シ
チ
ユ

i
」
(
胡
瓜
挽
肉
詰
)

第
二
章

制
限
法

第
二
一
節

西
洋
料
理

一
五

、
U

j

i

j

i

 



第
二
章

一
五

日
り
河
村
口
弘
、
司

苛
W
羽
t
一
剖
口
H

第
三
節

西
洋
料
湖
一

末寺

材

胡
瓜
、
豚
肉
、
「
ス
ー
プ
L

、
盤
、
胡
収
、
鶏
卵
、
「
ホ
ワ
イ
ト
@
ソ
ー
ス
L

調
理
法

胡
瓜
ノ
問
端
ヲ
切
り
落
シ
、
中
ノ
種
子
ヲ
芯
抜
キ
デ
去
り
、

サ
ツ
ト
茄
デ
、
冷
水
一
一
一
段
シ
一
ア
冷
シ
水

ヲ
切
ル
。
脂
ノ
少
ナ
イ
豚
ノ
挽
肉
ノ
中
へ
腹
、
胡
板
、
鶏
卵
ヲ
加
ヘ
テ
良
ク
混
ゼ
、
前
ノ
胡
瓜
ノ
中
一
一
誌
ヌ
一
ア

「ス

l
プ
」
デ
軟
カ
ク
煮
上
が
、
肌
一
一
盛
リ

「
パ
ラ
ピ
ン
」
紙
デ
包
ミ
、
鍋
一
一
段
ベ
テ

ス
」
ヲ
注
ケ
熱
イ
内
一
一
供
卓
ス
ル

つ
ホ
ワ
イ
ト
e

ソ
1

(注

意
)

詰
肉
ハ
鶏
，
牛
、

魚
等
好
ミ
ノ
モ
ノ
ヲ
用
ヒ
ル
モ
ヨ
ク
、
つ
ホ
ワ
イ
ト
・
ゾ

1
ス
」
又
ハ
「
ド
ミ
グ
ラ
ス
・
ソ
ー
ス
L

フー

揚ZE
イ

物7

類2

第
五

一
、
一
ビ

i
フ
・
カ
ツ
レ
ツ
」
(
牛
肉
脂
拐
)

材

官

E
P
-
-

'門
A
Y、v/

牛
肉
，

腹
、
胡
淑
、
委
粉
、
鶏
卵
、
麹
効
粉
、
「
ヘ
ッ
ト
」
、
馬
鈴
薯

「
ロ
ー
ス
L

肉
或
ハ
腿
肉
ヲ
一
人
前
九
五
瓦
乃
至
一

「
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
」

ヨ
リ
ル
ノ
シ
薄

一
O
瓦
位
一
一

調
理
法

ク
切
り
、
盤
、
胡
淑
ヲ
片
面
一
一
振
り
積
ミ
重
ネ
、
次
ニ
一
委
粉
ヲ
付
ヶ
、
別
器
一
一
卵
ヲ
割
リ

(
十
五
人
分
一
二
一
伺

位
)
能
ク
掻
キ
廻
シ
卵
ト
同
最
位
ノ
水
ヲ
混
ジ
、
姿
粉
ヲ
付
ケ
タ
肉
一
一
之
ヲ
付
ヶ
、
其
ノ
上
一
一
麺
劾
粉
ヲ
付
ケ

1

1

i

i

l

l

i

t

-

-

i

l

i

-

-
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テ
手
デ
押
シ
付
ケ
テ
置
ク

zu 

「
プ
ラ
イ
バ
シ
L

「
ヘ
ッ
ト
」
ヲ
半
分
位
入
レ
沸
騰
サ
セ
タ
中
一
一
入
レ
、
狐
色
ヲ
皮
合
ト
シ
テ
天
数
羅

ノ
様
一
一
揚
グ
ル
。
供
卓
ス
ル
一
一
ハ

「マ

l
シ
・
ポ
テ

1
ト」

ヲ
添
ヘ
ル

〔注麹
数
粉
ヲ
付
ケ
手
デ
押
シ
ツ
ケ
ル
ノ
ハ
、
揚
グ
ル
ト
キ
外
皮
ノ
剥
グ
ナ
イ
危
デ
ア
ル
。
叉
油
ガ
沸
騰
シ
ナ
イ
ノ

ーヌ丘三
Iヨ

J lヱA、
¥..-J 

一
一
肉
ヲ
入
レ
ル
ト
、
外
皮
ハ
忽
チ
離
脱
シ
テ
肉
ガ
現
ハ
レ
不
鰭
裁
ト
ナ
ル

油
ガ
沸
騰
シ
グ
カ
否
カ
ヲ
験
ス
ル
一
一
ハ
、
士
一
円
物
或
ハ
騒
ヲ
少
量
入
レ
テ
試
ス
。
充
分
沸
騰
シ
タ
ト
キ
ハ

「
ジ

1

ン
」
ト
一
音
ヲ
議
シ
、
沸
騰
シ
ナ
イ
ト
キ
ハ
一
昔
モ
ナ
ク
泡
ガ
出
ル
。
其
ノ
時
ハ
暫
ク
火
一
一
カ
ケ
沸
騰
す
セ
テ
カ
ラ

揚
ダ
ル
。
叉
鈴
リ
強
火
ナ
ラ
パ
外
面
ノ
ミ
揚
り
、
内
部
一
一
火
ノ
透
ツ
テ
居
ナ
イ
コ
ト
ガ
ア
ル
カ
ラ
火
加
減
一
一
注

意
ヲ
要
ス
ル
。
斯
ウ
シ
テ
出
来
上
ツ
グ
ト
キ
ハ
新
聞
紙
ヲ
敷
イ
一
ア
並
ハ
ノ
上
一
一
哉
セ
テ
油
ヲ
切
ル

凡
一
ア
油
揚
ヲ
ス
ル
ト
キ
ハ
油
一
一
火
ガ
移
ル
コ
ト
ガ
ア
ル
カ
ラ
、
火
一
一
カ
ケ
ル
前
}
一
青
物
ノ
屑
或
ハ
臨
二
三
合
ヲ

用
意
シ
テ
同
市
一
ク
。
若
シ
泊
一
一
火
ガ
移
ツ
グ
ト
キ
ハ
決
シ
一
ア
狼
狽
セ
ズ
逸
早
ク
前
一
一
用
意
シ
テ
ア
ル
士
一
円
物
或
ハ
臨

ヲ
投
入
レ
ル
。

ソ
ウ
ス
ル
ト
容
易
一
一
治
火
ス
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル
。
泊
ノ
火
ハ
水
デ
ハ
治
へ
ナ
イ
。
若
シ
水
ヲ
掛

ケ
ル
ト
却
ツ
テ
大
事
一
一
ナ
ル
。
最
モ
注
意
ヲ
要
ス
ル

第
二
章

調
理
法

西
洋
料
恕

第
三
節

一
五
一
「

H
U叫
M
t
k
'芯
砂
町
附
か

...耐箇沼田書調帽岡町帽.



第
二
章

一
五
四

日
五
ド
二
二
明

A
S
/

こ
-
Aれ
ド

調
理
法

西
伴
料
迎

〈
附
)

「マ

l
シ
・
ポ
テ

1
ト
」

馬
鈴
薯
ノ
皮
ヲ
去
リ
テ
茄
ヂ
裏
漉
一
一
掛
ヶ
、
汁
鍋
一
一

「
パ
タ

1
L
少
量
ヲ
入
レ
、
前
ノ
馬
鈴
薯
ヲ
入
レ
、
卵

ノ
黄
身
ノ
ミ
ヲ
十
人
一
一
二
個
位
ノ
剖
合
デ
入
レ
、
弱
火
一
一
カ
ケ
テ
充
分
一
一
線
り
盤
、
胡
淑

J

ア
風
味
シ
グ
モ
ノ

デ
ア
ル

他
ノ

「
カ
ツ
レ
ツ
」
詑

「
フ
ラ
イ
」

「
ピ

1
フ
・
カ
ツ
レ
ツ
L

ト
同
一
方
法
デ
鶏
内
ヲ
調
理
シ
グ
モ
ノ
ヲ

「
チ
キ
ン
'
カ
ツ
レ
ツ
L

ト
一
五
ヒ
、

j琢
肉

ヲ
調
理
シ
グ
モ
ノ
ヲ

「
ポ
ー
ク
・
カ
ツ
レ
ツ
し

ト
一
疋
フ
。
叉
魚
肉
及
只
ノ
柱
ヲ
調
理
シ
タ
モ
ノ
ハ

「
フ
イ
ツ

シ
ユ
・
フ
ラ
イ
」

ト
一
五
ブ
。
魚
類
、
ノ
料
理
八
同
一
デ
ア
ル
ガ
つ
カ
ツ
レ
ツ
」

ト
ハ
一
五
ハ
ズ

「
フ
ラ
イ
L

ト
云

フ伊
勢
海
老
ヲ
調
理
シ
グ
モ
ノ
ハ
「
ロ
プ
ス
タ

1

・
プ
ラ
イ
し
、
牡
蛎
ヲ
調
理
シ
グ
モ
ノ
ハ

つ
オ
イ
ス
タ

1
・
フ

ラ
イ
L
(
牡
蛎
ハ
水
気
ガ
多
イ
カ
ラ
萎
粉
ア
附
ケ
ル
前
一
一
良
ク
水
分
ア
布
巾
デ
取
ツ
テ
世
カ
ヌ
ト
、
協
グ
ル
際

衣
ガ
剥
グ
ル
。
叉
強
ク
沸
騰
シ
グ
泊
デ
早
ク
揚
グ
ル
)

ト
一
五
フ

一
一
、
「
ポ
テ

1
ト
・
コ
ロ
ッ
ケ
し
(
漉
馬
鈴
薯
脂
揚
)

材

並
a

d
1
q
 

牛
肉
、
「
ヘ
ッ
ト
ヘ
生
牛
乳
、
ボ
ダ
粉
、
馬
鈴
薯
、

搬
、
胡
板
、

仕
切
口
川
ド
、
雨
出
『
ア
川
口
氏
ゲ

実
.8'
私
到
底
安
・
粉

-圃伽
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調
理
法

挽
肉
又
八

「
ロ
ー
ス
ト
し

シ
ダ
内
ァ
様
細
末
一
一
切
ツ
グ
モ
ノ
ヲ
混
ジ
、
煎
鍋
一
一
少
量
ノ
「
ヘ
ッ
ト
」
ヲ

溶
カ
シ
タ
後
生
牛
乳
ヲ
加
へ
、
向
姿
粉
少
量
ヲ
加
へ
テ
前
了
、
盤
、
胡
淑
デ
味
ヲ
付
ヶ
火
カ
ラ
下
シ
テ
冷
シ
、

-醐圃闇阻凶

一
個
七
五
瓦
ニ
丸
メ
テ
之
ヲ

安
粉
ヲ
付
ケ
鶏
卵
ヲ
付
ケ
山
川
額
数
粉
ヲ
付
ケ
テ
「
カ
ツ
レ
ツ
」
ト
同
様
一
一
拐
グ
一
人
前
二
個
ヲ
感
ツ
テ
供
卓
ス
ル

つマ

1
シ
・
ポ
テ

1
ト
」
デ
包
ミ
撚
凶
形
一
一
作
り
、
「
カ
ツ
レ
ツ
L

ト
同
ジ
方
法
デ

〈
附
)

つ
ミ
ン
チ
・
コ
ロ
ッ
ケ
し

此
ノ
料
理
ヲ

玉
葱
三
削
…
ル
ト
キ
一
一
少
シ
飴
分
一
一
一
安
粉
ヲ
加
ヘ
堅
イ

「マ

1
シ
・
ボ
テ

l
ト」

一
一
包
マ
ズ
肉
、

加
減
一
二
以
り
、
之
ヲ
丸
メ
テ
前
法
一
一
一
依
り
揚
グ
グ
モ
ノ
ヲ

コ
ロ
ッ
ケ
」

ト
一
五
フ
。
附
令
セ
ト
シ

「
ミ
ン
チ
・

テ
「
マ

l
シ
・
ポ
テ

l
ト」

ヲ
添
ヘ
ル

ー... 園田園

一
一
一
、
「
ベ
シ
ゲ

l
ド
・
ポ
ワ
ソ
シ
」
(
鮮
魚
浮
衣
脂
揚
)

材

生
魚
、
臨
品
、
胡
淑
、
鶏
卵
、
安
粉
、
つ
ヘ
ッ
ト
」
、
馬
鈴
砦
、

人
家
、
西
洋
酢
、
「
サ
ラ
ダ
」
油

崎
港
A

必
h
q

調
理
法

初
淑
ヲ
振
り
味
ヲ
付
ケ
、
別
一
一
卵
ヲ
剖
り
泡
ヲ
立
一
ア
、
之

魚
一
人
前
一
三

O
瓦
伎
一
一
切
り
、

l:m託、

務
粉
ヲ
徐
々
一
一
加
へ
泡
ヲ
治
サ
ナ
イ
抜
一
一
視
枠
シ
テ
天
数
羅
ノ
衣
ノ
様
一
一
揚
グ
ル
。
附
合
ト
シ
一
ア

「
マ
ー
ゥ
・

ポ
テ

1
ト
」
或
ハ
馬
鈴
一
替
、

入
試
合
ヲ
安
ノ
目
一
ア
切
ツ
一
ア
茄
デ
テ
冷
シ
、
「
ベ
ネ
ガ
l

L

ト
「
サ
ラ
ダ
L

泊
ヲ
等
分
一
一

混
和
シ
グ

「
ソ
1
ス
」
デ
和
エ
グ
モ
ノ
ヲ
添
ヘ
ル

第
二
章

西
洋
料
理

一
五
五

調
印
ほ

第
三
節
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第
二
章

調
理
法

第
三
節

西
洋
料
理

一
五
六

茄手

物7

類字

第
六

一
、
「
ボ
イ
ル
ド
。
フ
イ
ツ
シ
ユ
」
(
魚
肉
湯
煮
〉

材

料

魚
肉
、
臨
、
胡
淑

調
理
法

此
ノ
料
理
ハ
魚
ヲ
茄
ル
斡
ガ
「
ロ
ー
ス
ト
@
フ
イ
ツ
シ
ユ
」
ト
具
ル
ノ
ミ
デ
、
供
卓
ノ
方
法
及
附
合

セ
モ
同
ジ
デ
ア
ル

島
一
一
、
「
ボ
イ
ル
ド
・
エ
ツ
グ
ス
L

〈
茄
卵
子
)

材

E
-
b竃
』、、

p
a

、
-H宮
内
.

~
1
4
1
ツ
同
門
ド
、
日
頃
L

2
N
Eノ
臨
且

調
理
法

熱
湯
}
一
入
レ
テ
カ
ラ
壊
レ
ナ
イ
桜
一
一
、
初
メ
卵
ヲ
微
温
湯
一
一
入

ν
殻
ヲ
温
メ
ル
。
別
品
汁
鍋
一
一
湯
ヲ

沸
騰
サ
セ
グ
中
一
一
注
意
シ
テ
入
レ
、
再
ピ
沸
騰
シ
タ
ト
キ
火
カ
ラ
下
シ
、
葦
ヲ
シ
テ
約
五
分
位
シ
テ
取
出
ス
ト

間
取
モ
良
イ
牟
熱
ト
ナ
ル
。
向
、
沸
騰
シ
グ
ト
キ
ハ
其
ノ
億
五
、
六
分
間
煮
、
的
ス
ル
ト
完
全
一
一
茄
デ
終
ル
。
茄
卵
ヲ

供
卓
ス
ル
一
一
ハ
牛
熟
卵
ヲ
皿
一
一
盛
ツ
テ
臨
ヲ
添
ヘ
ル
。
金
熱
ノ
モ
ノ
ハ
料
理
ノ
材
料
或
ハ
放
行
一
一
際
シ
携
帯
用

一
周
ヒ
ル
モ
ノ
デ
ア
ツ
テ
、
水
一
一
浸
シ
テ
皮
ヲ
去
ル

一
一
一
、
「
ウ

l
フ
・
ポ
ツ
セ
」

'
E
b
E

・
、、Jゆ不

材

白
母
門
川
ド
『

L
ト

r

場
者

H
ノ
高
間、

l

l

i

l

i

-

-

-
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一一一

調
理
法

鏑
ュ
湯
ヲ
一
立
入
レ
、

立
ハ
ノ
中
一
一
酸
十
瓦
、
酢
「
ス

1
プ
」
匙
二
杯
位
ヲ
加
へ
、
煮
立
ツ
グ
ラ
士
ハ
ノ

中
一
一
別
ナ
茶
碗
等
一
二
伺
宛
剖
ツ
テ
置
イ
グ
新
一
フ
シ
イ
鶏
卵
ヲ
滑
リ
込
マ
セ
、
再
ピ
湯
ガ
静
一
一
煮
立
チ
始
メ
テ

カ
ラ
三
分
間
位
グ
ツ
テ
、
白
身
ガ
乳
白
色
一
一
鑓
ツ
テ
黄
身
ヲ
包
ン
グ
所
デ
湯
カ
ラ
掬
ヒ
上
グ
ル

モ

ノ

ル

キ

飯

物

類

第
七

一
、
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」

材

刈
す

ゆ不・

牛
肉
(
又
ハ
鶏
肉
)
、
馬
鈴
薯
、
人
蓉
、
玉
葱
、

つ
ハ
グ

l
」、

ボ
ダ
粉
、
「
カ
レ

l
L
粉
、
盤
、
胡
淑
、
白

米
、
「
ス

1
プ」

調
理
法

「
パ
タ
1
」

ヲ
入
レ
「
カ
レ

l
L
粉
及
萎
粉
ヲ
加
ヘ
テ
焦
ゲ
付
カ
ヌ
様
一
一
良
ク
煎
り
、
「
ス

1
.

圃

蒸
鍋

プ
」
ヲ
徐
々
一
一
加
へ
薄
イ
「
ト
ロ
ロ
L

位
一
一
延
パ
シ
、
牛
肉
或
ハ
鶏
内
ヲ
一
分
位
ノ
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、

火
カ
ラ
卸
シ
絞
然
一
デ
漉
シ
、

芥
料
ヲ
入
レ
硬
イ

能
ク
掻
キ
混
ゼ
乍
ラ
鶏
卵
ノ
黄
身
ヲ
入
レ
、

「
ト
ロ
ロ
ー
一
位
一
一
作
ル

八

「
フ
ル
ー
ツ
・
ジ
甲
山
リ
l
L
(
十
人
前
)

材

-伊
l
、、d
，F
阜、

寸スペ.

一O
枚、

水

O
@
六
立
、
砂
糖

0
・
三
砥
、
果
物
一
五

O
瓦

つ
バ
ゼ
ラ
チ
ン
し

「
ゼ
ラ
チ
ン
し
ノ
裏
山
シ
グ
モ
ノ
ヲ
菓
子
型
一
一
流
シ
込
ミ
、
共
ノ
中
一
一
果
物
ヲ
入
に
き
冷
シ
凝
結
サ
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、
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生
牛
乳

0
・
七
立
、
「
ジ
ヱ
ラ
チ
ン
」
八
枚
、
「
ク
リ
ー
ム
し

O
e
二
立
、
鶏
卵
七
個
、
香
料
、
.
氷

ヲ
水
一
一
浸
シ
軟
ク
シ
テ
水
気
ヲ
キ
ツ
テ
置
ク
。
生
牛
乳
一
一
砂
糖
ヲ
加
へ
煮
立
テ
テ
置

法

製

っ
ジ
ヱ
ラ
チ
ン
」

ク
(
焦
ダ
附
カ
ヌ
様
一
一
木
杓
子
デ
底
ヲ
掻
キ
ぬ
ゼ
ナ
ガ
ラ
)
。
鍋
一
一
卵
黄
ヲ
入
レ
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ノ
中
一
一
軟
ク
シ
グ
「
ジ
ヱ
ラ

チ
ン
し

ヲ
入
レ
テ
良
ク
掻
キ
混
ぜ
、
煮
立
テ
一
ア
ア
ル
牛
乳
ヲ
少
シ
ヅ
ツ
加
ヘ
、
手
早
ク
混

J

ヤ
ミ
全
部
ヲ
加
ヘ
タ

ナ
ラ
弱
火
一
一
掛
ケ
テ
木
杓
子
デ
底
ヲ
掻
キ
混
ゼ
ナ
ガ
ラ

つ
ジ
ヱ
ラ
チ
ン
」

ヲ
良
ク
溶
シ
、
同
時
一
一
卵
黄
ノ
臭
味

ヲ
取
り
去
り
通
常
ニ
煮
ル
。
之
ヲ
一
皮
漉
シ
テ
水
デ
冷
シ
、
全
ク
冷
ヘ
グ
時
一
一

つ
ク
リ
ー
ム
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ノ
泡
立
一
ア
ヲ
加

へ
、
同
時
三
杏
料
ヲ
加
へ
軽
ク
混
ぜ
型
一
一
注
ギ
入
レ
、
氷
水
デ
寄
セ
問
メ
一
時
間
註
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型
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ラ
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」
ノ
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ナ
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ト
モ
良
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叉
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イ
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時
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立
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立
一
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テ
ハ
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子
デ
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テ
少
シ
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一
一
成
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茶
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物
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モ
ノ
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瓦
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瓦
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グ
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蒸
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瓦
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狙
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蒸
焼
ト
ス
ル

一
一
一
一
、
「
ホ
ツ
E
r
e

ビ
ス
ケ
ッ
ト
レ
ハ
十
人
前
)

材

，Eb--
、、J

jpA
、ー、v/

姿
粉
六
O
O
瓦
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瓦
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。
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菓
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シ
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薄
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一
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、
砂
糖
ヲ
加
代
テ
供
ス
ル
コ
ト
モ
ア
ル
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3
、
盤
ハ
極
少
量
使
用
ス
ル
コ
ト

4
、
つ
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
」
ノ
質
一
一
依
り
五
、
六
分
デ
煮
ヘ
ル
モ
ノ
ト
、

一
時
間
伐
煮
ナ
ケ
レ
パ
煮
へ
ナ
イ
モ
ノ
ガ

ア
ル
カ
ラ
、
共
ノ
品
質
ヲ
見
テ
煮
ル
コ
ト

カ

ユ

シ

ヨ

ク

五

、

粥

食

材

料

米
一
二

O
瓦
、
水
一
立
、
盤
少
量

調
理
法

鍋
ノ
中
一
一
熱
湯
ヲ
一
立
入
レ
テ
煮
立
テ
、
主
ハ
ノ
中
一
一
洗
ツ
タ
米
ヲ
入
レ
テ
一
度
混
ゼ
、
蓋
ヲ
シ
テ
汁

ヲ
吹
キ
コ
ボ
サ
ヌ
様
一
一
弱
火
一
一
シ
テ
二
十
分
間
煮
、
火
カ
ラ
下
シ
テ
十
五
、
六
分
間
蒸
一
フ
シ
テ
騒
味
ヲ
付
ケ
ル

注

意
)

ネ

パ

ブ

ウ

ミ

煮
上
ル
迄
一
一
度
々
携
キ
混
ゼ
ル
ト
粘
リ
ヲ
増
シ
風
味
ヲ
・
窓
口
ス
ル

ウ

メ

ボ

シ

ザ

ア

ス

イ

六

、

梅

干

雑

炊

材

料

米
、
梅
干

調
理
法

普
通
ノ
粥
ヲ
作
リ
、
出
来
上
ツ
グ
時
一
一
梅
干
ノ
種
子
ヲ
出
シ
テ
裳
漉
シ
タ
梅
内
ヲ
好
ミ
一
一
・
臆
ジ
味
加

減
シ
、
混
ゼ
テ
供
ス
ル
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、
つ
ト
マ
ト
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粥

他
サ
殊
料
瑚
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八
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ーっモ L ト
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ガ、
yレ ヲ O 対と.周回・・4・
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良 ア Jレ /ノJ、

イ
¥ーノ イ 手 時 軟、
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少 閏

根圭日
ナ
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ノ シ グ
ナ 或 時
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日
1I1 

牛
肉
ハ
一
糠
位
ノ
厚
サ
ニ
切
り
、
「
フ
ラ
イ
メ
ン
」
ヲ
火
一
一
掛
ケ
熱
ク
ナ
ツ
グ
ラ
牛
肉
ヲ
入
レ
、
押
付

ユ
ク
シ
ボ
ワ
キ

ケ
ル
様
ユ
シ
テ
手
早
ク
雨
商
一
一
焼
色
ヲ
付
ヶ
、
肉
絞
器
デ
絞
ツ
テ
立
ハ
ノ
汁
ヲ
出
シ
、
臨
デ
味
ヲ
付
ケ
「
ガ
ー
ゼ
L

a剛胸
-帽圃2・・M・・1

調
理
法

J

ア
漉
シ
テ
供
ス
ル

〔注

意
)

カ
ナ
ア
ミ

肉
ヲ
焼
ク
ノ
一
一
金
網
ヲ
使
用
シ
テ
手
早
ク
焼
イ
テ
モ
良
イ
。
焼
過
ギ
ル
ト
肉
汁
ガ
出
ナ
ク
ナ
ル
カ
ラ
注
意
ヲ
安

ス

Jレ

一O
、
ブ
イ
ヨ
シ

(ス

l
プ
)

脂
肪
ナ
キ
牛
肉
二

O
O瓦
ハ
「
ラ
ン
」
肉
叉
ハ
内
腿
肉
〉
、
盤
、
入
率
、
玉
葱
少
量
、
水
二
坊

ユ
セ
ン

牛
肉
、
玉
葱
、
人
家
ハ
細
カ
一
一
切
リ
、
炉
、
口
ノ
場
一
一
入
レ
水
ヲ
加
ヘ
テ
蓋
ヲ
シ
、
湯
煎
一
一
掛
ヶ
沸
騰

シ

ポ

グ

ツ

シ

メ

ン

シ
始
メ
テ
カ
ラ
約
一
時
間
後
北
ハ
ノ
汁
ヲ
搾
リ
、
後
脱
脂
綿
デ
漉
シ
、
盤
味
ヲ
付
ケ
テ
供
ス
ル

材

料

調
理
法

一
一
、
大
根
「
ス

i
プ
」

材

料

犬
根
、
片
栗
、
牛
乳
、
牛
骨
「
ス

1
プ
」
〈
叉
ハ
煮
出
汁
)
、
盤

調
理
法

「ス

1
プ」

ヲ
加
へ
、
軟
カ
ク
煮
グ
後
裏
漉
一
一
掛
ケ
、
克
一
一
鍋
一
一
入
レ
火
一
一
掛
ケ

犬
根
ヲ
鍋
一
一
入
レ

牛
乳
デ
溶
イ
テ
ア
ル
片
栗
粉
今
コ
ン
ス
タ

l
チ
」
デ
モ
良
イ
)
ヲ
少
シ
宛
加
へ
撹
キ
混
ゼ
テ
煮
立
テ
、
臨

J

プ
味
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第
二
章

調
理
法

侍
殊
料
理

二
一
四

第
五
節

ヲ
調
ヘ
ル

(
注
意
)

然
育
、
人
去
、
「
ト
マ
ト
」
等
ノ
「
ス

1
プ」

一
ニ
、
総
肱
巴
ノ
っ
ス
i
プ」

モ
同
様
ノ
方
法
デ
ア
ル

材

-必小

乾
腕
豆
、
玉
葱
、
人
琴
、
牛
酪
、
牛
乳
、
片
栗
粉
、
盤

乾
腕
豆
ハ
水
一
一
浸
シ
テ
軟
カ
一
一
シ
、
玉
葱
、
人
蓉
ハ
皮
ヲ
剥
ギ
遁
宜
一
一
切
ル
。
玉
葱
、
人
家
ヲ
牛
崎

イ

タ

コ

デ

ツ

デ
呑
パ
シ
ク
燦
メ
、
井
、
ノ
中
へ
腕
豆
ヲ
加
ヘ
焦
付
カ
ヌ
様
一
一
溶
ケ
ル
位
一
一
煮
、
一
義
漉
-
一
掛
ヶ
鍋
一
一
移
シ
、
熱
湯

調
理
法

ヲ
加
ヘ
テ
煮
立
テ
、
臨
デ
味
ヲ
調
ヘ
牛
乳
ヲ
加
へ
水
溶
片
栗
粉
ヲ
入
レ
、
手
早
ク
混
ゼ
テ
煮
立
一
ア
、
熱
イ
中
一
一

供
卓
ス
ル

，-、

注

意〕

此
ノ
「
ス

1
プ
」
ノ
中
一
一
種
々
ノ
澱
粉
質
ノ
多
イ
野
菜
ヲ
入
レ
グ
場
合
ハ
、
片
栗
粉
ハ
入
レ
ナ
ク
ト
モ
宜
シ
イ

ク

ヲ

ジ

ユ

ウ

=

一

一

、

果

汁

材

料

「
オ
レ
ン
ヂ
」
又
八
廿
イ
密
柑
、
砂
糖
少
量

シ
ポ
ワ
キ

「
オ
レ
ン
ヂ
」
ヲ
横
一
二
一
ツ
剖
リ
一
一
切
り
、
果
物
絞
兵
学
汁
ヲ
絞
り

つ
ガ
ー
ゼ
L

J

ア
漉
シ
、
砂
糖
少
量

調
理
法
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い川川州制川相即跡醐剛一一い

鶏
卵
一
一
個
、
「
ス

l
プ
L

叉
ハ
煮
出
汁
約

0
・
0
二
立
、
「
ラ
ー
ド
」
四
瓦
、
食
臨
少
量

卵
ハ
卵
黄
ト
卵
白
一
一
分
ケ
テ
別
々
一
一
泡
立
器
一
一
掛
ヶ
、
卵
黄
ノ
方
ヘ
食
臨
ト

ヲ
加
ヘ
テ
供
ス
ル

注

意
)

ー
、
甘
味
ガ
充
分
ア
レ
パ
砂
糖
ヲ
加
ヘ
ナ
ク
ト
モ
宜
シ
イ

セ

ト

2
、
果
物
絞
器
一
一
掛
ケ
ラ
レ
ナ
イ
果
物
ハ
瀬
戸
デ
作
ツ
グ
卸
シ
器
一
一
掛
ヶ
、

漉
ス

一
回
、
泡
立
「
オ
ム
レ
ツ
」

材

料

調
理
法

ソ
レ
ヲ
脱
脂
綿
或
ハ
「
ガ
ー
ゼ
し
デ

つス

l
プ
」
ト
ヲ
入
レ

良
ク
混
合
シ
グ
後
、
卵
白
ヲ
加
ヘ
テ
軽
ク
混
ゼ
令
ス
ο

「ス

l
プ
し
(
約

0
・
0
四
立
)
ヲ
煮
立
テ
テ
醤
油
デ
調
味

「
フ
ラ
イ
パ
ン
」
一
一
卵
ノ
焦
付
カ
ヌ
様
一
二
様
一
一
「
ラ
ー
ド
」
ヲ
塗
リ
付
ヶ
、
熱
シ
グ
時
前
ノ
卵
ヲ
入
レ
、

ト
ロ
ピ

ノ
厚
サ
一
一
仲
パ
シ
文
火
デ
岡
田
ヲ
佳
一
一
焼
イ
テ
二
枚
一
一
折
り
、
共
ノ
上
一
一

シ
、
之
一
一
澱
粉
ノ
水
溶
シ
グ
モ
ノ
ヲ
入
レ
、
能
ク
撹
キ
混
ゼ

「
か
け
汁
L

一
五
、
お
と
し
卵
汁

材

料

鶏
卵
二
側
、
鰹
節
煮
出
汁

0
・
三
立
、
醤
油
、
臨

第
二
章

持
殊
料
理

nり
日
じ
い
川
、
叶

-}一一
n
H
X
L
R
J
rト

第
五
節

ヲ
作
ツ
一
ア
置
ク

一一月
γ
耳

目

ル

亦

H
i
d
n
l

っ
か
け
汁
」

ヲ
注
イ
デ
供
ス
ル

ニ
一
五
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材穴
、 ~/J.c.

法ぢカ
露どラ
3ます下
gJf~ごシ
汁5、

第
二
章

調
理
法ー

ト
l

、、J・'a
、

J
H
1
什

準

1JfH 

調
迎
法

P
H
玉砕
B-

A
μ
E
/

ヨ」
A
Yド

持
殊
料
現

一
一
一
六

弘
山
叫
叫
F

鰹
節
ノ
煮
出
汁
ヲ
煮
立
一
ア
テ
醤
油
少
主
ト
臨
デ
調
味
シ
テ
設
立
一
ア
、
共
ノ
中
一
一
卯
ヲ
割
リ
葦
ヲ
シ
テ

四
分
其
ノ
保
泣
キ
、

碗
一
一
盛
ツ
テ
供
ス
ル

鶏
卵
二
個
、
鰹
節
煮
出
汁

0
・
四
立
、
法
蓮
草
五

O
瓦
、
臨
、
醤
油

法
蓮
草
ハ
能
ク
水
洗
シ
、
葉
ノ
軟
カ
イ
部
分
グ
ケ
ヲ
摘
ミ
取
り
細
カ
一
一
切
リ
、
卵
ハ
剖
ツ
一
ア
撹
キ
混

ゼ
、
主
ハ
ノ
中
一
一
法
連
平
ヲ
入
レ
テ
能
ク
混
ゼ
テ
置
ク

材

'spa-
、、戸
l

p

b

L

l

 

、，
a

，，

調
理
法

鍋
一
一
煮
出
汁
ヲ
煮
立
テ
臨
、
醤
油
デ
調
味
シ
、
共
ノ
中
一
一
前
ノ
法
蓮
草
ヲ
入
レ
火
ノ
題
ル
ヲ
程
度
ト

シ
テ
碗
一
一
盛
ツ
一
ア
供
卓
ス
ル

〔注

=-"e 
Jr[H、
'--/ 

ス
リ
ミ

白
身
ノ
魚
デ
作
ツ
グ
招
身
ヲ
煮
出
汁
デ
薄
ク
延
シ
テ
臨
味
ヲ
付
ケ
一
ア
前
ノ
卵
ノ
代
用
ト
シ
テ
モ
良
イ

ハ

ン

ジ

ユ

ク

タ

マ

ゴ

一

七

、

牟

熟

卵

調
理
法

'Hワ
日
ド
、
道
也

実
口
ヴ
田
島

(
二
十
五
分
訟
)

鍋
一
一
水
ヲ
二
立
牛
仕
入
レ
火
ニ
掛
ケ
擬
氏
七
十
度
一
一
ナ
ツ
タ
ラ
卯
ヲ
入
レ
、
二
十
五
分
間
企
ハ
ノ
健
一
一
シ
テ
設
イ

1
1
1
命
吹
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タ
後
卯
ヲ
揚

F
、
殻
カ
ラ
出
シ
テ
碗
一
一
入
レ
、
脳
血
デ
味
ヲ
付
ケ
ル

(
八
分
間
法
v

1
j
S
2
1
.
二、司

」
計
五

-uu
鏑
一
一
約
一
立
ノ
水
ヲ
入
レ
沸
総
シ
グ
ナ
ラ
パ
火
力
ラ
下
シ
、
静
一
一
卵
ヲ
入
レ
八
分
間
ノ
後
拐
グ
テ
殻
カ
ラ
出
シ

碗
一
一
入
レ
惚
デ
味
ヲ
付
ケ
ル

キ

ウ

キ

ユ

一
八
、
牡
蝿
ノ
浮
者
一

材

末寺

牡
蛎
、
片
栗
粉
、
泊
、
哲
治
、
煮
出
汁

ザ

ル

テ

イ

ネ

イ

牡
蛎
八
栄
一
一
入
レ
清
水
ノ
中
デ
ユ
ス
プ
リ
乍
ラ
可
」
時
一
一
洗
ツ
テ
水
ヲ
切
ツ
テ
泣
ク
。
鍋
一
一
泊
ヲ
入
レ

調
理
法

テ
煮
立
テ
砂
糖
、
醤
油
ヲ
加
ヘ
煮
立
ツ
グ
時
一
一
牡
蛎
ヲ
投
グ
入
レ
、

サ
ツ
ト
煮
テ
カ
ラ
煮
汁
ヲ
切
リ
、
牡
蛎
ヲ

裏
波
一
一
掛
ケ
テ
其
ノ
中
ヘ
片
栗
粉
ヲ
混
ゼ
合
セ
一
ア
置
ク
。
別
ノ
鏑
二
附
ノ
煮
汁
ヲ
漉
シ
入
レ
、

ノ
煮
出
汁
ヲ
加
へ
、
煮
立
ツ
グ
時
一
一
上
一
一
浮
キ
上
ツ
グ
泡
ヲ
掬
ヒ
拾
テ
、
牡
蛎
ヲ
立
ハ
ノ
中
へ
能
ク
混
ゼ
乍
ラ
徐

ソ
レ
ヘ
二
令
位

々
二
投
入
シ
、
杢
部
ガ
上
一
一
フ
ン
ワ
リ
ト
浮
キ
上
ツ
タ
時
火
カ
ラ
下
シ
器
一
一
盛
ツ
テ
供
ス
ル

チ

ヤ

ヲ

ン

ム

シ

ア

丸

、

茶

碗

蒸

材

生
-a

d
ぺ

鶏
卵
一
一
個
、
煮
出
汁
少
量
、
醤
油
、
砂
糖
少
量

カ

ク

ハ

ン

ユ

ル

鶏
卵
ヲ
撹
拙
什
U
J

煮
出
汁

J

ア
綬
メ
醤
油
、
砂
糖
ヲ
遁
宜
一
一
加
ヘ
テ
食
器
碗
ユ
入
レ
、
蒸
器
デ
蒸
ス
。
普

調
理
法

泊目闘

第
二
意

持
殊
料
理

ニ
一
七

調
珂
一
法

第
五
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第
二
章

捺
殊
料
理

二
一
八

調
理
法

第
五

目節

通
ノ
茶
碗
蒸
ノ
中
味
ノ
ナ
イ
モ
ノ
デ
ア
ル

一一

O
、
豆
腐
茶
碗
蒸

鶏
卵
一
一
個
、
一
豆
腐
三
五
瓦
、
鰹
節
回
瓦
、
香
油

0
・
0
二
立
屯
水

0
・
二
立
、
味
ノ
素
少
量

サ

イ

メ

鰹
節
デ
煮
出
汁
ヲ
作
り
冷
シ
テ
置
ク
。
豆
腐
八
奏
ノ
日
一
一
切
り
然
一
一
取
ツ
テ
能
ク
水
気
ヲ
切
り
、
鶏

カ
一
フ

卵
ハ
ザ
ツ
ト
捜
持
シ
テ
置
ク
、
食
器
碗
一
二
豆
腐
ヲ
入
レ
テ
泣
キ
之
一
}
卵
、
煮
出
汁
、
醤
油
、
味
ノ
十
一
一
糸
デ
戯
メ
一
…

調
味
シ
軽
ク
混
ゼ
ム
ロ
セ
、
蒸
龍
デ
約
十
分
間
蒸
ス

シ
タ

=
一
、
浸
シ
「
パ
シ
L

ノ
「
カ
ル
L
焼

材

t
i
r
a
 

ギ・

調
理
法

生
麹
始
、
牛
乱
、
砂
糠
、
鶏
卵
、
牛
醗
、
つ
レ
モ
ン
し
香
料

マ

ワ

カ

タ

生
麺
劾
ノ
周
り
ノ
硬
イ
部
分
ヲ
除
キ
適
宜
ノ
犬
キ
サ
一
一
切
リ
、
牛
乳
、
砂
糖
、

中
一
一
浸
シ
テ
軟
カ
ク
シ
、
別
器
一
一
鎚
卵
ヲ
剖
り
ホ
グ
シ
其
ノ
中
一
一
漬
ヶ
、
火
一
一
「
フ
ラ
イ
メ
ン
」

材

断
ゲ

調
理
法

香
料
ヲ
混
ゼ
令
セ
テ

一
一
午
酪
ヲ
溶

シ
熱
ク
ナ
ツ
タ
中
一
一
入
レ
テ
雨
商
狐
色
一
一
焼
ク

r圏、

注

意
)

香
料
ハ
出
来
ル
グ
ケ
少
量
使
用
ス
ル

=
ニ
、
混
合
牛
乳
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材

砂
糖
、
香
料
つ
レ
モ
ン
」

料

牛
乳
、

調
理
法

牛
乳
ノ
中
=
砂
糖
、
香
料
「
レ
モ
ン
」

ヲ
加
へ
能
ク
混
合
シ
テ
供
ス

〔注

意
)

夏
季
ハ
少
量
ノ
水
ヲ
加
ヘ
テ

'
V
ン
タ
ウ

「
コ
ク
テ
ー
ル
シ
ヱ
カ

1
」
(
混
合
器
)
一
一
入
レ
、
振
盈
シ
テ
供
シ
テ
モ
良
イ
。
叉

此
ノ
中
一
一
卵
ヲ
加
へ
充
分
振
鼓
シ
テ
供
ス
ル
時
モ
ア
ル

=
=
一
、
オ
レ
シ
ヂ
ジ
ヱ
リ
l

材

料

「
オ
レ
ン
ヂ
し
絞
汁

0
・
二
立
、
砂
糖
、
「
ジ
ヱ
ラ
チ
ン
」

枚

調
理
法

「
ジ
ヱ
ラ
チ
ン
し
ヲ
水
一
一
一
段
シ
テ
軟
カ
ク
シ
、
鍋
一
一
搾
り
入
レ
テ
湯
煎
一
一
シ
テ
溶
シ
、
全
ク
溶
ケ
タ
ラ

砂
糖
ヲ
加
ヘ
、
少
量
(
茶
匙
二
、

ノ
熱
湯
ヲ
加
ヘ
テ
煮
立
テ
、
砂
糖
ガ
全
部
溶
ケ
タ
ラ

「
オ
レ
ン
ヂ
し

三
杯
〉

汗
ヲ
加
ヘ
テ
混
ゼ
、
器
一
一
入
レ
寄
セ
固
メ
テ
器
ノ
億
供
ス
ル

r-園、

注

意
)

「
オ
レ
ン
ヂ
L

汁
ハ
煮
立
テ
ル
ト
苦
味
ガ
出
ル
カ
ラ
決
シ
テ
煮
立
テ
テ
ハ
イ
ケ
ナ
イ

セ
ン
ス
キ
カ
ン
カ
ウ
カ
イ
シ
ヨ
ク

潜
水
艦
航
海
食

第
三

潜
水
機
航
海
食
ト
ハ
、

潜
水
艦
デ
航
海
中
一
一
調
理
供
給
ス
ル
食
物
デ
ア
ル
。

カ
ン
ナ
イ
ハ
ウ
ス
イ
‘
シ
ヨ
ハ
ナ
ハ
キ
ヤ
ウ
ア
イ

艦
内
烹
炊
所
ハ
甚
グ
狭
臨
J
F
烹
炊
作
業

第
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理

二
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九

第
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法

第
五
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嗣

ニニ
O

ヲ

V
I
ク

‘

ν
ン

タ

イ

巳

ラ

ウ

?tン
タ
イ

モ
亦
困
難
デ
ア
ル
許
リ
デ
ナ
ク
、
乗
員
モ
艦
内
湿
気
ノ
汚
濁
、
身
館
ノ
疲
労
等
一
一
依
ツ
テ
食
慾
モ
著
シ
タ
減
退
ス
ル

オ
モ
ム
キ
コ
ト

カ
ラ
、
瀞
木
艦
糧
食
ハ
一
般
民
食
ト
粉
々
趣
ヲ
兵
一
一
ス
ル
。
郎
チ
概
シ
一
ア
調
理
法
ガ
簡
単
デ
ア
ツ
テ
刺
戟
性
ノ
調
味

ゴ

モ

ク

メ

シ

ク

ズ

ロ
問
ヲ
加
へ
夕
食
物
デ
ナ
ク
テ
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
。
例
ヘ
パ
五
目
飯
、
「
オ
ヂ
ヤ
し
、
「
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
L

、
粥
食
、
葛
湯
等
ノ

ノ
快
乏
ヲ
補
ヒ
叉
食
物
ノ
単
調
ヲ
防
グ
免
田
祝
賀
、
旧
ポ
汁
、
つ
コ
j
l
ヒ
l
L
、

様
ナ
モ
ノ
デ
ア
ル
。
此
ノ
外
っ
ビ
タ
ミ
ン
」

「
コ
コ
ア
」
、

少
量
ノ
消
精
飲
料
等
ヲ
添
ヘ
テ
供
ス
ル
ノ
ガ
ヨ
イ

ギ
ユ
ウ
一
一
ク
ヤ
サ
イ
カ
ラ
シ
プ
ヱ

一
、
牛
肉
野
菜
一
辛
子
和

材

E
E
r
'
 

ゆ不

牛
肉
(
出
・
米
得
レ
パ
脂
肪
ノ
多
イ
部
分
)
、
茄
那
(
叉
ハ
白
菜
)
、
蕪
、

胡
瓜
、

蓮
根
、

法
蓮
草
、

辛
子
、

甘
味
噌
、
「
オ
シ
グ

1
ソ
l
ス
」
、
盤
、
胡
淑

準

備
ー
、
牛
肉
ハ
大
キ
イ
健
茄
デ
、
冷
シ
タ
後
小
口
切
ト
ス
ル

2 

茄
到
ハ
遁
宜
一
一
切
ル

3
、
燕
ハ
皮
ヲ
剥
イ
デ
適
宜
一
一
切
リ
、

盤
ヲ
振
り
一
時
間
位
ノ
後
水
気
ヲ
能
ク
搾
ツ
テ
置
ク

4
、
胡
瓜
ハ
水
洗
ヲ
シ
テ
皮
ノ
億
趨
宜
一
一
切
ル

5
、
蓮
棋
ハ
皮
ヲ
剥
ギ
二
ツ
剖
ト
シ
一
ア
小
口
カ
ラ
切
リ
、
熱
湯
デ
サ
ツ
ト
濡
デ
ル

日三
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6
、
法
蓮
草
ハ
根
ヲ
切
り
砂
ヲ
沈
ヒ
落
シ
、
色
良
ク
臨
茄
デ
シ
テ
水
気
ヲ
搾
リ
適
宜
一
一
切
ツ
テ
置
ク

寒
波
一
一
掛
ケ
グ
味
噌
一
一
能
ク
撹
イ
グ
辛
子
ヲ
趨
常
ノ
辛
サ
ニ
混
ゼ
、

「
オ
シ
タ

l
ソ
ー
ス
」

デ
延
シ
テ

調
相
自
法

能
ク
繰
り
混
ゼ
、
前
一
一
準
備
シ
テ
ア
ル
材
料
金
部
ヲ
入
レ
混
ゼ
合
セ
ル

エ
、
鶏
卵
ハ
ム
罵
鈴
薯
白
ソ
ー
ス
和

鶏
卵
、
「
ハ
ム
」
、
馬
鈴
薯
、
牛
骨
「
ス

1
プ
」
、
委
粉
、
つ
ハ
グ

l
k

思
u-

ヨ
E
口川、

島
食
品
μ

線
、
唐
辛
子
(
叉
ハ

材

官

t
r』

ゆ不

胡
淑
)

準

K
H
u
 

nu 

ー
、
鶏
卵
ハ
湯
ガ
沸
騰
さ
ア
カ
ラ
十
二
、
三
分
間
茄
デ
テ
冷
シ
、
皮
ヲ
剥
ギ
凶
片
位
一
一
切
ツ
テ
泣
ク

3
、
茄
デ
「
ハ
ム
し

ハ
繊
一
一
切
リ
、
生
「
ハ
ム
」

ナ
レ
パ
織
一
一
切
り
つ
フ
ラ
イ
パ
ン
」
デ
サ
ツ
ト
様
メ
ル

3
、
馬
鈴
薯
ハ
水
洗
ヲ
シ
テ
出
来
レ
パ
皮
ゴ
ト
茄
デ
、
必
・
・
冷
一
一
シ
テ
皮
ヲ
剥
ギ
鶏
卵
ノ
様
一
一
切
ル

調
理
法

鍋
ユ
牛
骨
「
ス
ー
プ
」
ヲ
煮
立
テ
、
水
溶
シ
グ
ボ
ダ
粉
ヲ
加
…
へ
手
早
ク
撹
キ
混
ゼ
、
白
「
ソ

1
ス
L

様
一
一
濃
皮
一
一
作
リ
、
「
パ
タ
l
」
少
量
一
ヲ
加
へ

(
味
ヲ
良
ク
ス
ル
魚
〉
盟
デ
少
シ
甘
加
減
一
一
味
ヲ
調
へ
、
前
一
一
準

備
シ
テ
ア
ル
鶏
卵
、
「
ハ
ム
し
、
馬
鈴
薯
ヲ
混
ゼ
二
、

三
分
煮
ル
。
同
時
一
一
別
器
一
一
唐
辛
子
粉
ト
醤
油
ト
混
合
シ

グ
モ
ノ
ヲ
付
ケ
ル
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品
開
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1
1
H
H
t
u百
円

人

〈

サ
ン
ク
ヲ

漬
込
ム
器
ハ
般
化
シ
ナ
イ
モ
ノ
ヲ
使
用
ス
ル

カ

ウ

ク

ウ

航

空

シ
ヨ
ク

食
タ

ウ

ジ

ヤ

ウ

イ

ン

セ

ツ

シ

ユ

航
空
食
ト
ハ
航
空
機
搭
乗
員
ガ
航
宗
ノ
得
一
一
矯
取
ス
ル

第
閤

コ
ト
ヲ
必
要
ト
ス
ル
食
物
デ
ア
ル
J

航
空
機
搭
乗
員
ハ
航
空

セ
ウ
ク
ヲ
キ

y
ウ

ス

イ

J

ン
ヤ
ク

叉
消
化
機
能
ノ
衰
弱
ア
来
ス

ク

ヲ

ラ

ウ

じ

ラ

ウ

ノ
心
身
ノ
過
労
一
一
依
リ
航
空
後
特
一
一
疲
労
ヲ
感
ズ
ル

コ
ト
甚
ダ
シ
ク
、

コ
ト
ガ
ア
ル
カ

ホ

ウ

フ

シ

コ

ウ

テ

キ

テ

フ

ミ

乙

ン

八
一
般
兵
食
ヨ
リ
以
上
栄
養
侭
値
豊
富
デ
噌
好
的
調
味
口
問
ヲ
加
ヘ
グ
食
物
ヲ
給
ス
ル
必
要
ガ

ハ
イ
ネ
ウ
ハ
イ
ペ
ン

叉
搭
乗
員
八
航
空
前
銃
一
一
食
慾
ノ
減
泣
ヲ
ボ
ス
ノ
外
、
航
空
中
ノ
排
尿
排
便
等
ヲ
考
ヘ
ル
時
ハ
、

一フ、

航
・
宗
一
後
ノ
食
事

ア
ル
。

ノ、

特

治
イ七
吸
収
ノ

容
易
フ{

yレ

糧
メ台、

民
仁I

ヲ

お33
t宰:3

筋さス
肉2ル
ヲ必、
緊さ妥
張2ガ
スウア
Jご yレ

キ O

作倫
業搭
二乗
従良
ヒノ、
、航

空
中
5lE 
?lリ

ナ航
風32主
聞き313な
ヲノ

食
事

叉
僅
メ
テ
狭
限
ナ
動

キ

ア

ヅ

受
ケ
気
座
、

キ

オ

ン

気
温
共
ニ
低
イ
空
中
デ
常
一
一
精
紳
ヲ
労
シ
、

且
成
ル
可
ク
用
便
ヲ
越
ケ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ナ
イ
関
係
上
、

航
空
中
ノ
航
本
一
食
ハ
左
ノ

ヤ
ウ
フ
ァ
ン
テ
イ

揺
不
安
定
ノ
揚
所
デ
掃
食
シ
、

ク

ピ

要
件
ヲ
兵
備
ス
ル
コ
ト
ガ
必
要
デ
ア
ル

¥
Bノ一

栄
養
促
一
一
宮
ミ
治
佑
吸
牧
ノ
大
且
速
カ
ナ
ル

/
t
¥
 栄

養
償
、

コ
ト

一
般
兵
食
ト
シ
テ
モ
望
マ
シ
イ
コ
ト
デ
ア
ル
ガ
、

オ
ピ
タ
マ

コ
ト
ガ
彩
シ
イ
カ
ラ
、

特

航

茂吉機
j宰?搭

治
化
吸
牧
卒
北
ハ
一
一
大
ナ
ル
2

・、、

こ

t
，
ノ

キ
ン
ム
イ
ン

乗
員
八
他
ノ
勤
務
員
ト
呉
ツ
テ
心
身
ヲ
努
ス
ル

ホ
キ
ブ
ワ
ヨ
ク

栄
養
上
ノ
補
給
カ
ガ
大
デ
ア
ツ
テ
、

ノ
第
一
一
排
便
ヲ
催
ス
事
ノ
少
イ
糧
食
口
問
ヲ
携
、
パ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ナ
イ
。
此
ノ
外
航
空
中
ノ
航
安
食
一
一
ハ
消
化
吸
牧

時
妹
料
理
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二
二
四

ノ
速
ナ
ル
コ
ト
ガ
必
要
デ
ア
ル
。
之
八
航
空
機
搭
乗
員
ガ
食
慾
不
振
一
一
陥
リ
、
治
佑
機
能
一
一
障
害
ヲ
来
ス
カ
ラ
デ

チ

カ

ク

エ

イ

ピ

ン

イ

ノ

チ

マ

ン

プ

ク

ヱ

イ

ソ

ク

チ

カ

ク

シ

ン

ケ

イ

ア
ル
許
リ
デ
ナ
ク
、
知
完
ノ
銃
敏
ヲ
命
ト
ス
ル
搭
乗
員
ガ
、
航
空
中
満
腹
ノ
欣
態
ヲ
永
績
ス
ル
時
ハ
、
知
莞
紳
経

ニ
ブ

ガ
鈍
ク
ナ
リ
、
不
完
ヲ
招
ク
一
度
ガ
ア
ル
カ
ラ
デ
ア
ル

¥

ノ

カ

ヅ

イ

ト

ウ

ケ

ヅ

ウ

レ

じ

二
渇
ヲ
墜
ス
ル
ユ
口
広
リ
旦
凍
結
ス
ル
ノ
憂
ノ
ナ
イ
コ
ト

/，‘¥ 

キ

ワ

ク

キ

ヤ

ウ

レ

ツ

フ

ウ

ア

ツ

バ

ク

ロ

航
空
中
ハ
機
速
一
一
伏
ツ
一
ア
強
烈
ナ
風
陸
一
一
曝
露
シ
、
高
空
一
一
於
ケ
ル
気
陸
ノ
低
下
一
一
依
ツ
一
ア
陣
内
ノ
水
分
議
故
ス

サ

ン

ソ

カ

ン

サ

ウ

ル
コ
ト
甚
ダ
シ
ク
、
叉
高
朱
一
一
一
於
ケ
ル
酸
素
ノ
減
少
、
高
空
↓
一
於
ケ
ル
空
気
ノ
乾
燥
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一
一
伏
ツ
テ
搭
乗
員
ハ
直
一
一

渇
ヲ
受
エ
ル
コ
ト
ガ
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デ
ア
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。
叉
機
上
一
一
搭
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ス
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物
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散
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ト
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速
ク
、
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一
一
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潟
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ス
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コ
ト
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ア
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